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市税
22ԯ7,892ສ6千ԁ

（16.4ˋ）

自
ओ
ࡒ
ݯ

自
ओ
ࡒ
ݯ

ґ
ଘ
ࡒ
ݯ

ґ
ଘ
ࡒ
ݯ

分୲ۚٴͼෛ୲ۚ
1ԯ2,048ສ5千ԁ

（0.9ˋ）

ͼख数ྉٴ用ྉ
1ԯ4,352ສ7千ԁ

（1.0ˋ）

ෟۚد
20ԯ20ສԁ
（14.4ˋ）

入ۚ܁
23ԯ6,744ສ9千ԁ

（17.0ˋ）

その他（܁ӽۚなど） 
1ԯ8,891ສ5千ԁ

（1.3ˋ）

地方交付税
26ԯ7,000ສԁ

（19.2ˋ）

地方消අ税交付ۚ
4ԯ2,600ສԁ

（3.1̀ ）

国ݿ支出ۚ
14ԯ9,069ສ1千ԁ

（10.7ˋ）

支出ۚݝ
6ԯ3,471ສ7千ԁ

（4.6ˋ）
市࠴

12ԯ7,570ສԁ
（9.2ˋ）

その他
（地方ৡ༩税など）

3ԯ1,439ສԁ
（2.2ˋ）

ೖ　ࡀ
139億
1,100万円

出　ࡀ
139億
1,100万円

議会අ
1ԯ3,880ສ6千ԁ

（1.0%）

総務අ
52ԯ5,318ສ8千ԁ

（37.8%）

ຽ生අ
30ԯ5,926ສ8千ԁ

（22.0%）

Ӵ生අ
15ԯ7,741ສ7千ԁ

（11.3%）

農ྛਫ産業අ
3ԯ8,804ສ6千ԁ

（2.8%）

අ
2ԯ9,006ສ2千ԁ

（2.1%）

අ
6ԯ8,753ສ4千ԁ

（4.9%）

消防අ
2ԯ420ສԁ
（1.5%）

教ҭඅ
8ԯ7,654ສ1千ԁ

（6.3%）

災෮چඅ
5ԯ5,823ສ5千ԁ

（4.0%）

公࠴අ
8ԯ7,070ສ3千ԁ

（6.3%）
予උඅ

700ສԁ（0.1%）

̏
つ
の
方

で「
҆
৺
し
て
࢈
み
、育
ͪ
、


ら
せ
Δ

ڥ
の
実
ݱ
」に
取
り
組
み
ま
す

一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、

１
３
９
ԯ
１
，１
０
０
万
円
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
最
大
で
あ
っ
た
令
和
５
年
度
を

超
し
、
ա
ڈ
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。

主
に
Ӵ
生
費
で
、
ٺ
化
し
た
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
Ԇ
命
化
工
事
費
を
ؚ
む

管
理
ӡ
営
経
費
が
増
額
し
た
こ
と
、
総

務
費
に
お
い
て
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
ඪ

४
化
・
ڞ
通
化
に
対
応
す
る
た
め
の
経

費
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
と
ൺ
ֱ
し
て
、
��
ԯ
５
，９
０
０
万

円
の
増
額
、

で
９
⁒１
ˋ
増
と
な
り
ま

し
た
。

ྩ

̓
年

の

ॳ
༧
ࢉ
が
ỏ
３
݄
市
ٞ
会
定
例
会
で
可
ܾ
͞
れ
ま
し
ͨ
Ố

ࠓ
年

は
ỏứ
ਓ
ޱ
ݮ
গ
の
ࠀ

Ừ
ͱ
い
う
՝

に
࠷
も
ॏ
き
を
置
き
ỏ
こ
Ͳ

も

子
育
て
ੈ
ଳ
が
݈

か
に
生
活
で
き
Δ

ڥ
を

උ
す
Δ
こ
ͱ
を
࠷
ॏ


ࢪ
ࡦ
ͱ
し
ͨ
༧
ࢉ
ͱ
し
て
い
ま
す
Ố
ͦ
こ
で
ỏ
ࢹ

の
̍
つ
目
に
ủ
子
Ͳ
も
の

ະ
དྷ
を

く
Ứ
ͱ
し
て
ỏ出
生

の
૿
加
を
ਤ
Δ
ͨ
Ί
の
取
り
組
み
な
Ͳ
の
΄
か
ỏ

ủ
๛
か
な
自
વ
を
活
か
す
Ứỏủ
住
み
Α
͞
を
実
ײ
で
き
Δ
ま
ち
づ
く
り
Ứ
の
３
つ

の
ࢹ

を
も
ỳ
て
༧
ࢉ
ฤ
成
を
行
い
ま
し
ͨ
Ố特

別
会
計
に
お
い
て
も
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
ӡ
営
や
勝
浦
診
療
所
に
係
る
経

費
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
ほ

か
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
も
各
種
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

内
部
経
費
の
ప
底
し
た

減
に

め
、

国
県
ิ
助
金
や
令
和
６
年
度
ま
で
に
多

く
の
皆
さ
ま
か
ら
د
ෟ
い
た
だ
き
ま
し

た
「
ふ
る
さ
と
応
援
د
ෟ
金
」
を
活
用

す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
ݯ
を
効

的

に
配
分
し
、
持
続
可

な
行
財
政
の
ӡ

営
推
進
と
基
൫
ڧ
化
に
向
け
て
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ྩ

̓
年


ॳ
༧
ࢉ
の
֓
要

̑̎ԯ̓̑̓ສԁಛผձܭ
̍̏̕ԯ̍ɼ̍ ̌̌ສԁҰൠձܭ

 ̍ ̍̕ԯ̍ɼ̔ ̑̓ສԁ༧ࢉ૯ֹ

ࢠ
Ͳ

の
ະ
དྷ
を
ͻ
ら

͘

住
み
よ
さ
を
実
ײ
で
き
Δ

๛
か
ͳ
自
વ
を
׆
か
す

˛

市
)
1

��「
分
か
り
や
す

い
予
算
書
」
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市
税
は
、
��
ԯ
７
，８
９
３
万
円
で
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
に

い
納
税
義
務

者
の
減
少
が
続
く
中
、
令
和
６
年
度
決

算
見
込
み
を
踏
ま
え
、
市
税
全
体
で
前

年
度
か
ら
３
，５
２
６
万
円
の
増
額
を
見

込
み
ま
し
た
。

自
主
財
ݯ
は
７
ԯ
８
０
８
万
円
減
額

の
��
ԯ
２
，４
９
８
万
円
で
、
主
な
要
因

は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
市
営
ற
車
場

有
料
化
に
よ
る
指
定
管
理
者
納
付
金
に

よ
り
ॾ
収
入
が
増
加
す
る
も
の
の
、
ふ

る
さ
と
応
援
د
ෟ
金
が
令
和
６
年
度
決

算
見
込
み
を
踏
ま
え
、
４
ԯ
円
の
減
額

を
見
込
ん
だ
ほ
か
、
各
種
基
金
か
ら
の

܁
入
金
が
３
ԯ
４
，８
８
３
万
円
減
額
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
ݿ
支
出
金

な
ど
の
依
ଘ
財
ݯ
は
��
ԯ
６
，７
０
８
万

円
増
額
の
��
ԯ
８
，６
０
２
万
円
で
、
ゴ

ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、
地
方
特
例
交

付
金
な
ど
が
減
額
す
る
も
の
の
、
地
方

消
費
税
交
付
金
、
地
方
交
付
税
、
国
ݿ

支
出
金
な
ど
が
増
額
す
る
と
見
込
み
ま

し
た
。
市
࠴
に
つ
い
て
は
、
ご
み
処
理

施
設
整
備
事
業
࠴
、
公
ڞ
土
木
災
害
෮

旧
事
業
࠴
、
公
ڞ
施
設
等
除
却
事
業
࠴

な
ど
に
よ
り
大
き
く
増
額
し
、
市
࠴
全

体
で
、
９
ԯ
２
，６
７
０
万
円
増
額
し
て

い
ま
す
。

歳
出
予
算
の
内
訳
は
、
ふ
る
さ
と
応

援
د
ෟ
者
特
産

等
ଃ
ఄ
事
業
を
ؚ
む

総
務
費（
構
成
ൺ
��
⁒８
ˋ
）が
最
も
多
く
、

次
い
で
、
児
ಐ
手
当
や
保
育
所
・
こ
ど

も
園
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
充
実
や
、

ো
害
者
福
祉
の
増
進
、
高
齢
者
福
祉
の

充
実
な
ど
を
図
る
福
祉
事
業
の
経
費
を

主
と
す
る
民
生
費
（
構
成
ൺ
��
⁒０
ˋ
）

が
多
く
、
住
民
の
健
康
を
保
持
増
進
す

る
健
康
増
進
事
業
・

子
保
健
事
業
や
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
Ӵ
生
処
理

場
の
管
理
ӡ
営
経
費
な
ど
の
公
ऺ
Ӵ
生

事
業
の
経
費
を
主
と
す
る
Ӵ
生
費
（
構

成
ൺ
��
⁒３
ˋ
）、
小
中
学
校
な
ど
の
管

理
ӡ
営
を
は
じ
め
、
芸
術
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
の
管
理
ӡ
営
経
費
に

加
え
、
学
校
給
食
費
の
全
額
を
ิ
助
す

る
学
校
給
食
費
ิ
助
事
業
な
ど
、
教
育

振
興
に
係
る
経
費
を
主
と
す
る
教
育
費

（
構
成
ൺ
６
⁒３
ˋ
）、
市
の
आ
金
で
あ
る

地
方
࠴
の
元
利
償
ؐ
に
係
る
経
費
の
公

࠴
費
（
構
成
ൺ
６
⁒３
ˋ
）
の
ॱ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
ま
で
に
د
ෟ
い

た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
د
ෟ
金
」

の
う
ち
、
令
和
７
年
度
は
、
５
ԯ
９
，

８
４
２
万
円
を
基
金
か
ら
܁
り
入
れ
、

災
害
時
の
ݽ
立
集
མ
対
策
の
た
め
の
経

費
、
地
域
交
通
の
ҡ
持
の
た
め
の
地
域

モ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
事
業
、
防
災
重
点
農

業
用
た
め

ۓ
急
整
備
事
業
な
ど
の
ྟ

時
的
経
費
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ձ۠ܭ
ॳ༧ֹࢉ

ݮ૿ આ　　໌
ྩ̓ ྩ̒

Ұൠձܭ １３９ԯ１，１００ສԁ １２７ԯ５，２００ສԁ ９ɽ１̀ 市のج本తな事をすΔͨΊの会計Ͱす。

ಛผձܭ ５２ԯ７５７ສԁ ６２ԯ６，２６３ສԁ １̊６ɽ８̀ 特定事業を͏ߦ߹ʹ一般会計ͱ۠分しͯܦ理
をすΔඞ要͕͋Δͱきʹ設͚Δ会計Ͱす。

ಛ

ผ

会

ܭ

の

内

༁

ݥอ߁民݈ࠃ
（事צۀ定） ２２ԯ６，８００ສԁ ２５ԯ１，９３８ສԁ １̊０ɽ０̀ ඃอݥ者の࣬ප、ෛ傷、出産、死亡などʹ際し

ͯ、ඞ要なอڅݥ付をͨ͏ߦΊの会計Ͱす。

ݥอ߁民݈ࠃ
（Ӧྍࢪઃצ定） ６，３７０ສԁ ７，１０７ສԁ １̊０ɽ４̀ 勝浦ྍॴʹおいͯ、ඃอݥ者などʹྍをߦ

͏ͨΊの会計Ͱす。

ҩྍऀྸߴ期ޙ ３ԯ６，０４０ສԁ ３ԯ５，９６１ສԁ ０ɽ２̀
主 高ྸ者ҩྍظޙҎ্の方を対象ͱしͨࡀ５ʹ７
੍度のอݥྉを収すΔ事務などをͨ͏ߦΊの
会計Ͱす。

հޢอݥ ２５ԯ１，５４７ສԁ ２４ԯ６，９２９ສԁ １ɽ９̀ ඃอݥ者の要հ護度などʹԠͯ͡、ඞ要なอݥ
。Ίの会計Ͱすͨ͏ߦ付をڅ

水ಓ事ۀ ʕ ８ԯ４，３２８ສԁ ʕ ਫ道事業の౷߹Ҭ化ʹい、令６年度をͬ
ͯഇࢭͱなΓましͨ。

合　　　　ܭ １９１ԯ１，８５７ສԁ １９０ԯ１，４６３ສԁ ０ɽ５̀

会計別予算の内訳

※予算ֹは、千ԁ୯位をޒࣺ࢛入しͯ表ࣔしましͨ。

一
ൠ
会
ܭ
の
ࡀ
入

一
ൠ
会
ܭ
の
ࡀ
出
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子
ど
も
の
未
来
を
拓
く

住
み
よ
さ
を
実
感
で
き
る

豊
か
な
自
然
を
活
か
す

一般会計でみる 
令和７年度 主要事業

ɹ෭৯අͷॿ̌ʙ
Δอҭྉͷʹࣇࡀ̎
ॿͳͲʹΑΓɺ҆৺
ڥҭͯͰ͖Δࢠͯ͠
ͮ͘ΓΛਤΓ·͢ɻ

ɹ࿏ઢόε͕ӡ͞ߦΕ
͍ͯͳ͍ެަڞ௨ͷෆ
ศͳҬΛରͱ͠ ͯɺ
σϚϯυλΫγʔʢ༧
੍Γ߹͍λΫγʔʣΛ
ӡ͠ߦɺެ ௨ͷҡަڞ
վળΛਤΓ·͢ɻ࣋

ɹ҆৺Ͱշదʹաͤ͝
ΔւਫཋΛ։ઃ͠ɺ
Նޫ؍ظͷ༠٬ଅਐΛ
ਤΓ·͢ɻ

ɹ͔̌ࡀΒ̏ߍߴੜ
·Ͱͷࣇಐͷҩྍඅॿ
Λܧଓ͠ɺࢠҭͯੈ
ଳͷࡁܦతࢧԉΛਤΓ
·͢ɻ

ɹϓϨϛΞϜ݊Λ
ɺΤωϧΪʔ͠ߦൃ
৯ྉͳͲͷՁߴಅ
ͷӨڹΛ؇͢Δͱͱ
ʹফඅΛىשɺੜ׆
ԉΛਤΓ·͢ɻࢧ

ɹ૬ஊ૭ޱͷॆ࣮ͱͱ
ʹɺࡏ༻ͷۭ͖Ո
ॅआΓ্͛ʹΑΔҠ
ॅମݧΛ࣮͠ࢪɺҠॅ
ଅਐΛਤΓ·͢ɻ

子育て支援事業
 （子育て世帯への負担軽減）

海水浴場開設事業

デマンドタクシー運行事業

子ども医療費助成事業

プレミアム付商品券事業

移住・定住促進ＰＲ事業

学校給食費補助事業母子保健事業

１，０７９万円

３，０００万円 ２，７３０万円

３，７９８万円

４，３３８万円

３９９万円

１，７８５万円 ３，５２３万円
ɹখதֶߍͷֶڅߍ৯
අʹ͍ͭͯɺશֹิॿ
Λܧଓ͢Δ͜ͱͰɺࢠ
ҭͯੈଳͷࡁܦతࢧԉ
ΛਤΓ·͢ɻ

ɹෆྍ࣏ॿɺ࢈
්݈ॿͳͲͷ࣮ࢪ
ʹΑΓɺ҆৺ͯ͠ग़࢈
Ͱ͖ΔڥඋΛਤΓ
·͢ɻ
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ͦの΄͔のओཁۀࣄ

新 勝浦中学校トイレ改修事業…１，６６６万円
ɹউӜதֶߍମҭؗʹɺόϦΞϑϦʔτΠϨΛઃஔ͢Δ
վमࣄΛ࣮͠ࢪ ·͢ɻ

土地改良事業………………４，５６３万円
ɹۀੜج࢈൫ͷඋͳͲΛతʹɺ́ උۀࣄΛ
ਪਐ͠ ɺͷूੵͱ༗ޮ׆༻ΛਤΓ·͢ɻ

漁業担い手支援事業…………７４２万円
ɹबرړऀɾऀܧޙۀړʹิॿۚΛަ͠ɺۀړ
ͷ୲͍ख֬อΛਤΓ·͢ɻ

新 漁業協同組合経営支援事業…５３９万円
ɹࢢͷڠۀړಉ߹ͷܦӦ҆ఆԽʹ͚ɺਫಓྉ
্ۚঢͷิॿΛ͍ߦɼਫۀ࢈ৼڵΛਤΓ·͢ɻ

新 生活・学習支援事業…………１５５万円
ɹडݧྉٴͼٖݧࢼඅ༻ͷิॿΛ͍ߦɺͻͱΓՈ
ఉॴಘੈଳࢠҭͯੈଳͷࢠͲਐֶʹ͚ͨνϟ
ϨϯδΛޙԡ͠ ·͢͠ɻ

新 介護サービス事業所
　物価高騰対策支援事業…７７０万円

ɹࢢհޢαʔϏεۀࣄॴͷӡӦʹΔܦඅʹ͍ͭ
ɻ͢·͍ߦԉΛࢧͯ

価格高騰対策
　支援事業（農業費）………４２４万円
ɹՁ֨ͷߴಅ͕ଓ ං͘ྉͳͲͷߪೖඅޫඅͳͲ
ͷҰ෦Λิॿ͠ ɺܦۀӦΛࢧԉ͠ ·͢ɻ

クリーンセンター
　  管理運営経費…………８億８１７万円
ɹٺԽͨ͠ΫϦʔϯηϯλʔͷओཁઃඋɾثػͷߋ
৽γεςϜͷվྑΛ͍ߦɺॲཧػͷճ෮ʹΑΓɺࢪ
ઃͷԆ໋ԽΛਤΓ·͢ɻ

新 温泉観光活性化事業………３００万円
ɹԹઘࢪઃͷิमͳͲʹཁ͢ΔܦඅͷҰ෦Λิॿ͠ ɺ
Թઘޫ؍ͷৼڵΛਤΓ·͢ɻ

有害鳥獣捕獲事業…………3，６６４万円
ɹ༗ௗ्ั֫Λਪਐͯ͠ਫҴɾࡊɾྛ࢈ͳͲ
ͷྛ࡞ඃͷݮΛਤΓ·͢ɻ

新 防災重点農業用
　ため池緊急整備事業……７９８万円

ɹɾ߽ӍੑධՁʹΑΓ͕ࣄࡂඞཁͱͳͬ ͨ
ͨΊͷ࣭ௐࠪٴͼଌྔۀΛ࣮͠ࢪ ·͢ɻ

新 中高生海外研修助成事業…２２５万円
ɹதֶੜߍߴੜ͕ւ֎ͰͷݚֶޠमͳͲʹࢀՃ͢
Δඅ༻ͷҰ෦Λॿ͠ɺ֮ײࡍࠃ๛͔ͳਓࡐҭΛ
ਤΓ·͢ɻ

高齢者タクシー利用助成事業…１，０１０万円
ɹऀྸߴʹର͠λΫγʔྉۚͷҰ෦Λॿ͠ɺ֎ग़Λ
ଅਐ͢Δ͜ ͱͰɺࢱͷ૿ਐΛਤΓ·͢ɻ

地域モビリティ推進事業……3，48０万円
ɹࣗՈ༻༗ঈཱྀ٬ӡૹͷಋೖؒʹ͓͚ΔλΫ
γʔӡߦͳͲɺҬެަڞ௨ͷར༻ଅਐͳͲʹ͚
ͨऔΓΈΛ࣮͠ࢪɺެ ௨ͷ֬อΛਤΓ·͢ɻަڞ

価格高騰対策
　支援事業（水産業費）……１，０８７万円
ɹՁ֨ߴಅʹΑΓӨڹΛड͚͓ͨऀۀړΑͼਫؔ࢈࿈
ஂମʹର͠ ɺՁߴಅ૬ֹͷҰ෦Λิॿ͠ ·͢ɻ

孤立集落対策事業…………６，０００万円
ɹඋࡂ༻උͷஔʹΑΓɺཱ͢ݽʹ࣌ࡂ
ΔՄੑͷ͋ΔूམͷରࡦΛ࣮͠ࢪ ·͢ɻ

新 観光誘客促進事業………１，５６０万円
ɹ॓ധऀɺ॓ ധɾҿ৯ɾߪ࢈ೖͳͲʹར༻Ͱ͖Δ
Ϋʔϙϯ݊Λ͠ɺऀۀࣄޫ؍ͷࢧԉٴͼҬࡁܦ
ͷੑ׆ԽΛਤΓ·͢ɻ

要緊急安全確認
大規模建築物耐震改修事業…５，３３３万円

ɹཁ҆ٸۓશ֬ೝେنݐஙͷվमʹۀࣄ
ΔܦඅͷҰ෦Λॿ͠ ɺେنͷൃੜʹඋ ·͑͢ ɻ

新
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৽たなࢠҭͯࢧԉࡦࢪが࢝まりま͢
� こどまΜな͔ ໌Δくؾݩなこどͱসإが͋;れΔউӜ �

ɹ݄͔̐Βʮࢱ՝ࢠҭͯࢧԉʯʮ͜ͲະདྷԠԉ՝ʯʹมΘΓ·ͨ͠ɻ
ɹউӜࢢͷग़ੜऀྩ͕̑̏̔ਓɺྩ͕̒̎̕ਓͰ͋Γɺґવͱ͍ͯ͠ঢ়ଶ͕ଓ͍͍ͯ·͢ɻؒग़ੜऀ
̑̌ਓΛඪʹɺ͜ͲະདྷԠԉ՝Ͱɺશͯͷ͜ͲɾࢠҭͯੈଳΛରʹΕͷͳ͍ࢠҭͯࢧԉͷॆ࣮ΛਤΔͱͱʹɺ
গࢠԽରࡦΛΑΓ͔ͭݻڧ૯߹తʹਪਐ͠·͢ɻ
ɹຊۀࣄɺ;Δ͞ͱԠԉۚجΛࢿݪʹʮ͜ͲະདྷԠԉۚجʯΛઃ͠ɺࠓ͔Β̍̒·Ͱͷ̍̌ؒΛݟ௨ͨ͠ࢠ
ҭͯࢧԉࡦࢪΛల։͍͖ͯ͠·͢ɻैདྷͷࢠҭͯࢧԉࡦࢪʹՃ͑ɺࠓ͔Β৽ͨʹ̓ͭͷࢠҭͯࢧԉࡦΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

ҭͯ期ʙࢠ
０歳から２歳児の
保育料の無償化

ɹ͔̌ࡀΒ̎ࣇࡀͷอҭྉ
ΛແঈԽ͠ɺอऀޢͷࡁܦ
తෛ୲ͷܰݮΛਤΓ·͢ɻ

保育所・こども園の
副食費無償化

ɹอҭॴɾ͜ͲԂͷ෭৯
අΛແঈԽ͠ɺอऀޢͷܦ
ΛਤΓ·͢ɻݮతෛ୲ͷܰࡁ

幼稚園型一時預かり
事業への補助

ɹউӜ Ͳ͜Ԃʹ͓͚Δ̍ ߸
ೝఆͷҰ࣌༬ Γ͔ʹ ରͯ͠ɺ
Ϋʔϙϯ݊Λൃ͠ߦɺอޢ
ऀͷࡁܦతෛ୲ͷܰݮΛਤ
Γ·͢ɻ

在宅子育てに対する
助成金の創設

ɹ͔̌ࡀΒ̎ࣇࡀͷ͓༷ࢠ
ΛࡏͰอҭ͍ͯ͠ΔํΛ
ରʹ݄̍ສԁͷॿۚΛ
ɻ͢·͠څࢧ
˞ҭۀٳࣇखۚΛडڅ
͍ͯ͠ͳ͍ํ͕ରͰ͢ɻ

ͦの΄かにࢠҭͯΛࢧԉ͠·͢

出産ޙ
おむつ等

給付券の拡充と
出産祝い金の創設

ɹ͓Ήͭڅ݊Λ̓ສԁ͔Β
̍̌ສԁʹ֦ॆ͠·͢ɻ·ͨୈ
ࢠͷग़ੜʹ̎̌ສԁɺୈ̏ࢠ̎
Ҏ߱ͷग़ੜʹ̐̌ສԁͷॕ͍ۚ
Λڅ͠·͢ɻ

こどもの成長に合わせて
支援します

৷த
妊産婦健診の
無償化

ɹ්݈࢈ʹ͓͚
Δࣗݾෛ୲Λॿ
͠·͢ɻ

৷લ
不妊治療費
助成金の拡大

ɹࡏݱͷ্ֹݶͰ͋
Δ �� ສԁΛ �� ສԁ
ʹ૿ֹ͠·͢ɻ

◆ひとり親家庭や低所得世帯を対象に
　大学受験料などを助成します
【大学などの受験を対象】ʢ̍̕ࡀҎԼͷํ·Ͱʣ
ɹେֶडݧྉ�ʜʜʜ�̑ສ̏ઍԁΛ্ݶ
ɹٖݧࢼडݧྉ�ʜʜʜ�̔ઍԁΛ্ݶ
【中学校３年生を対象】
ɹٖݧࢼडݧྉ�ʜʜʜ�̒ઍԁΛ্ݶ

こども未来応援課　☎７３－６６１８

◆中高生海外研修助成事業
ɹ֮ײࡍࠃ๛͔ͳਓࡐΛҭ͢ΔͨΊɺཱྀߦձࣾͳͲ͕ओ͢࠵Δޠ
͢Δ༰رमɺࣾձ՝ͳͲͷελσΟʔπΞʔͳͲࣗΒͷݚֶ
Ͱւ֎ͰͷݚमΛ͏ߦதֶੜɾߍߴੜʹରͯ̍̑͠ສԁΛ্ݶʹॿ
͠·͢ɻ
˞ຊۀࣄͷ࣮ࢪʹΑΓɺΦʔετϥϦΞͷதֶੜւ֎ۀࣄݣ
ഇࢭͱͳΓ·ͨ͠ɻ

学校教育課　☎７３－６６６４

問合せ　͜どະདྷԠ援課　☎７３－６６１８
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申
請
の
際
は
、身
分
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

各
種
高
齢
者
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

市
で
は
、
次
の
高
齢
者
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
支
援
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

☎
��

－

６
６
１
５
・
６
６
１
６

事
業
ڞ
௨
事
項

対
象
者

勝
浦
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
ొ

さ
れ
て
い
る
方

申

場
所

高
齢
者
支
援
課
／
移
動

市
役
所
／
興
津
集
会
所
（
は
り
・

き
ỵ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
利

用
者
助
成
事
業
は
、
高
齢
者
支
援

課
と
移
動
市
役
所
の
み
）

交
付
場
所

高
齢
者
支
援
課

※
高
齢
者
支
援
課
以
外
で
申
請
し
た

場
合
、
後
日
利
用
券
を
郵
送
し
ま

す
。

※
助
成
事
業
の
交
付
枚
数
や
派
遣
回

数
は
、
申
請
月
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

※
今
年
度
中
に
対
象
年
齢
と
な
る
方

は
、
誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者
、

代
理
申
請
者
ڞ
に
身
分
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

ॿ
成
事
業

高
齢
者
タ
ク
γ
ー
利
用
料
ॿ
成
事
業

市
が
指
定
し
た
市
内
の
タ
ク
シ
ー

事
業
者
お
よ
び
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
に
お
い
て
１
回
の

車
に
つ

き
複
数
枚
（
１
枚
あ
た
り
４
０
０

円
の
助
成
）
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券

が
使
用
で
き
ま
す
。

対
象
者

▽
��
歳
以
上
の
方
（
世
帯
員
の
要
件

は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
自
主
的
に
ӡ
స
໔
許
を
ฦ
納
し
た

��
歳
以
上
の
方
で
ӡ
స
経
ྺ
証
明

書
ま
た
は
申
請
に
よ
る
ӡ
స
໔
許

の
取
消
通
知
書
を
有
す
る
方

交
付
ຕ


年
最
大
��
枚

※
総
野
地
区
在
住
の
方
（
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
ӡ
行
地
区
を
除
く
）
に

つ
い
て
は
、
初
回
に
交
付
し
た
高

齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
使
い

切
っ
た
（
３
月
利
用
分
を
除
く
）

場
合
、
そ
の
月
に
交
付
す
る
枚
数

を
࠶
度
交
付
し
ま
す
。（
１
回
限
り
）

申

に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
ӡ
స
໔

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の

②
ӡ
స
経
ྺ
証
明
書
ま
た
は
申
請
に

よ
る
ӡ
స
໔
許
の
取
消
通
知
書

※
令
和
６
年
度
に
交
付
実

の
あ
っ

た
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

入
౬
料
ॿ
成
事
業

対
象
者

��
歳
以
上
の
方

交
付
ຕ


年
最
大
��
枚

申

に
必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
ӡ
స
໔

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の

※
な
お
、
入
湯
料
金
に
つ
き
ま
し

て
は
施
設
ଆ
に
一
部
負
担
い
た
だ

く
な
ど
、
ご
厚
意
に
よ
り
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

は
り
・
き
ỵ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ


ࢪ
術
利
用
者
ॿ
成
事
業

対
象
者

��
歳
以
上
の
方

交
付
ຕ


年
最
大
��
枚

ॿ
成
ֹ

１
枚
８
０
０
円
（
ご
利
用

は
、
市
に
ొ

さ
れ
た
業
者
に
限

り
、
１
カ
月
１
枚
ま
で
）

申

に
必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
ӡ
స
໔

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の

ॏ

要
հ
ޢ
高
齢
者

理
容
サ
ー
Ϗ
ス
事
業

対
象
者

��
歳
以
上
で
在
宅
に
お

い
て
、
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
で

あ
っ
て
認
定
ௐ
査
票
ま
た
は
主
治

医
意
見
書
の
ো
害
高
齢
者
の
日
ৗ

生
活
自
立
度
（
৸
た
き
り
度
）
が

̗
以
上
の
方


ݣ
ճ


年
最
大
６
回

｢

ݟ
क
り｣

事
業

高
齢
者
配
৯
サ
ー
Ϗ
ス
事
業

対
象
者

��
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
ௐ
理
が
困

な
方

内
容

月
༵
日
か
ら
金
༵
日
ま
で
の

週
最
大
３
回
ま
で
、
１
食
に
つ
き

①
３
１
０
円
、
②
４
０
０
円
の
自

己
負
担
で
お
弁
当
を
配
達
し
安
൱

確
認
も
行
い
ま
す
。

ҕ
ୗ
事
業
者

①
配
食
の
ふ
れ
愛
勝
浦
店

②
᷂
サ
ラ
Ϡ
保

商
店

※
高
齢
者
支
援
課
の
窓
口
に
あ
る
各

委
託
事
業
者
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
委
託
事
業
者
を

お
બ
び
く
だ
さ
い
。

ۓ
ٸ
௨
報
γ
ス
テ
ム
サ
ー
Ϗ
ス
事
業

対
象
者

��
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

内
容

ۓ
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
ି
し

出
し
、
��
時
間
ۓ
急
時
の
対
応
や

૬
ஊ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

家
ớ
հ
ޢ
者
Ờに
対
す
Δ
事
業

ࡏ
宅
հ
ޢ

ࢱ
手


対
象
者

��
歳
以
上
で
在
宅
に
お
い

て
、
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
の
要

介
護
者
を
介
護
し
、
同
居
し
、
生

計
を
ڞ
に
し
て
い
る
介
護
者
。

認
定
ௐ
査
票
ま
た
は
主
治
医
意
見

書
の
ো
害
高
齢
者
の
日
ৗ
生
活
自

立
度
（
৸
た
き
り
度
）
が
̗
以
上
、

も
し
く
は
認
知
症
高
齢
者
の
日
ৗ

生
活
自
立
度
が
ᶙ
以
上
の
要
介
護

者
を
介
護
し
、
同
居
し
、
生
計
を

ڞ
に
し
て
い
る
介
護
者

ࢧ
څ
ֹ

月
額
５
，
０
０
０
円

家

հ
ޢ
Қ
࿑
事
業

対
象
者

在
宅
に
お
い
て
、
要
介
護

度
４
ま
た
は
５
で
、
１
年
間
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
長

期
入
院
も
し
な
か
っ
た
場
合
な
ど

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
介
護
者

Қ
࿑
金
ֹ

��
万
円

ࣾձٞڠࢱձの事ۀ

ۀ事څࢧݟऀྸߴͶͨきΓࡏ
対象者　ࢢʹ͍ͯ͠ॅډΔࡀ��Ҏ্Ͱ

৸͖ͨΓঢ়ଶʹ͋Δࡏͷํ
内　容　̏ճࢴΦϜπɺͱΓύου͓

Αͼഇغ༻͝ΈାΛ͠·͢ɻ

ۀҩྍ情報Ωοτ事ٸٹ
対象者　ࢢʹ͍ͯ͠ॅډΔࡀ��Ҏ্Ͱ

ଇɺຽੜݪଇҰਓΒ͠ͷํʢݪ
ҕһΛܦ༝͠͠·͢ɻʣ

内　容　͔͔Γ͚ͭҩɺ࣋පༀͳͲɺ
ҩྍٸٹඞཁͳใΛʮʹ࣌ٸۓ
ใΩοτʯʹอ͠ɺ࣌ٸٹʹ
͔͠׆ʹಈ׆ٸٹਝͳ͕ୂٸٹ
·͢ɻ

問合せ　ࣾձٞڠࢱձ
ɹɹɹɹ☎︎̓̏ʵ̒̍̌̍
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税

国ຽ݈߁อݥのࡒ源のしくみ

国保事業費
納付金

国保事業費
納付金

国อ税国อ税

ՃೖऀՃೖऀ

ෛ୲ֹݾࣗ
３ （ׂ２ׂ）
ෛ୲ֹݾࣗ
３ （ׂ２ׂ）

ҩྍඅの７ׂ
（８ׂ）をෛ୲

ҩྍඅの７ׂ
（８ׂ）をෛ୲

必要な医療費を給付 必要な医療費を給付
පӃなͲの
ҩྍؔػ市

ઍ༿ݝ

納　付納　付

ɹࢢͰɺ܁ӽۚࠃ͔ݝΒͷަۚΛ׆༻͠ͳ͕Βࠃຽ݈߁อݥ੫ͷ੫Λਾ͑ஔ͍͖ͯ·͕ͨ͠ɺඃอऀݥͷྸߴԽ
ҩྍͷߴԽʹΑΓҩྍඅ͕ʑ૿Ճ͓ͯ͠ΓɺͦΕʹͬͯݝ͕ࢢʹೲΊΔࠃอۀࣄඅೲۚ૿Ճ͍ͯ͠·͢ɻࠃอۀࣄ
අೲۚͷओͳݯࡒࠃຽ݈߁อݥ੫Ͱ͕͢ɺۙࠃຽ݈߁อݥ੫ͷΈͰ͍͖Εͳ͘ͳΓɺࡒௐۚجΛऔΓ่ͯ͠
ରԠ͍ͯ͠Δঢ়گͰ͢ɻ

ɹࡒௐۚجɺ༧ͤظ͵ҩྍඅͷ૿ՃͳͲͷࡒϦεΫʹඋ͑ΔͨΊͷͷͰ͕͢ɺۙɺอݥ੫ෆͷิరͰऔΓ่
͍ͯ͠ΔͨΊɺߴݮগ͠ଓ͚͍ͯ·͢ɻࠃอࡒͷ҆ఆͨ͠ӡӦΛਤΔͨΊ੫Λվఆ͢ΔͱͱʹɺޙࠓͷݝԼͷอݥ
ྉਫ४ͷ౷Ұʹඋ͑ΔͨΊɺො՝ํࣜͷมߋΛ͏ߦͷͰ͢ɻՃೖऀͷօ͞·ʹ͝ෛ୲Λ͓͔͚͠·͕͢ɺ҆৺ͯ͠ࠃຽ݈
ɻ͢·͍͍ͨ͠ئΛ͓ྗڠΛར༻Ͱ͖ΔΑ͏ɺ͝ཧղͱ͝ݥอ߁

ྩ̓ ࠃ民݈߁อݥ税の税Λվఆしま͢

問合せ　੍度ʹͭいͯ　市ຽ課 国อ年ۚ係　☎７３－６６１１
　　　　課税ʹͭいͯ　税務課 課税係　　　☎７３－６６２３

ɻ͢·͠ࢭͷฏׂഇݥอޢԉۚͱհࢧऀྸߴظޙ˞

۠　 ҩྍอݥ ԉۚࢧऀྸߴ期ޙ հޢอݥ

所得割 6.9ˋ ˠ ��2ˋ 2.5ˋ ˠ 2��ˋ 1.9ˋ ˠ 2��ˋ

均等割 22,200 ԁ ˠ 2���� ԁ 7,900 ԁ ˠ 1���� ԁ 7,000 ԁ ˠ 1�2�� ԁ

平等割 18,000 ԁ（ਾ͑ஔき） ※ 8,000 ԁ ˠ � ԁ ※ 4,900 ԁ ˠ � ԁ

令和７年度改定後の税率 

○ �� からࡀ �� ��での̎人͕Ճೖ͠ɺۚऩೖ͕ͦΕͧΕɺ2·ࡀ ສԁͱ 1�� ສԁの合
　 年間อݥ税　 87,200 ԁ　ˠ　 ����� ԁ　　年ֹ 7,400 ԁの増

○ �� からࡀ �� ॴಘ͕ۀでの１人͕Ճೖ͠ɺӦ·ࡀ 1�� ສԁの合
　 年間อݥ税　132,700 ԁ　ˠ　1�2��� ԁ　　年ֹ 10,000 ԁの増

モデルケースによる影響額の比較
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ཱྀ ʢ݊ύスϙーτʣのखଓ͖がมわりました
ɹ݄̏̎̐ΑΓɺِมରࡦΛڧԽͨ͠ൃ͕څ։࢝͞Εɺखଓ͖ʹ͔͔Δखྉ͕ม͞ߋΕ·ͨ͠ɻ

˗डɾ交
ɹࢢॴࢢຽ՝ʢ̍֊ʣ૭ޱͰ͍ͯͬߦ·͢ɻ
　【申請】　݄༵͔Β༵ۚͷ͔࣌̕Β̍̒̌̏࣌ʢॕɾৼସٳɾ࢝Λআ͘ʣ
　【交付】　݄༵͔Β༵ۚͷ͔࣌̕Β̍̒̌̏࣌ʢՐ༵ͷΈ̍࣌̕·Ͱʗॕɾৼସٳɾ࢝Λআ͘ʣ
ɹɹɹɹɹ༵։ிʢຖ݄ୈ༵̎ʣͷ͔࣌̕Β̍̎࣌
ɹ˞૭ޱਃͷΈͷऔΓѻ͍ͱͳΓ·͕͢ɺઍ༿ࣄཱྀ݊ݝॴͰΦϯϥΠϯਃऔΓѻ͍ͬͯ·͢ɻ

ख数ྉڅൃ˗
มߋલ มޙߋ

１０年（申請時１８歳以上） １６，０００ԁ １̒ɼ３００ԁ
５年（申請時１２歳以上） １１，０00 ԁ １１ɼ３００ԁ
５年（申請時１２歳未満） ６, ０００ԁ ̒ ３００ԁ
残存有効期間同一旅券 ６，０００ԁ ̒ɼ３００ԁ

˗ਃからड͚औΓ·での期ؒ

ਃͨ͠日から
１１日Ҏ߱

※土日祝日、年末年始は含まない

・ਃ日を１日ͱしͯ、曜日・日曜日・祝日・振替ٳ日・年末年１２）࢝月２９日
͔ら１月３日）を除く１１日͔らड͚取ΕΔΑ͏ʹなΓます。

・ΰールσンウΟークՆٳみなどൟظʹは、ߋʹ時間を要すΔ߹͕͋Γます。

問合せ　ࢢຽ՝ࢢ�ຽɹ☎︎̓̏ʵ̒̒̍̎

問合せ　市民課　健康管理係☎７３－６６１４

લ༧がࣄ
ඞཁで͢

※同一年度内に両方受診することはできません。重複受診（2回検診を受けること）が判明した場合は 1回分が全額自己負担
になります。ご注意ください。

ɾ৽ͨʹ̐̌ࡀʹͳΔํͱࡢң͕ΜݕΛड͞Εͨํʹ௨จΛ༣ૹ͠·͢ɻͦΕҎ֎ͷํͰडΛر͞ΕΔํ
Ͱ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ·ཧ߁ຽ՝݈ࢢ

ɾ֮ࣗঢ়ͷ͋ΔํݕͰͳ͘ɺҩྍؔػͷडΛ͓קΊ͠·͢ɻ
ɾࠪݕணλΦϧͳͲ͓ି͠Ͱ͖·ͤΜɻ௨จͱಉ෧͞Ε͍ͯΔʮͨ͘͡ʹ͍ͭͯʯΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ
ɾͷମௐʹΑΓडͰ͖ͳ͍߹͕͋Γ·͢ɻ

༰ࠪݕ バϦϜࠪݕ ңࠪݕڸࢹ

対　象
査をड͚ͨ方डͰݕڸࢹҎ্（前年度ң内ࡀ４０
きます͕ң内ݕڸࢹ査ͱຖ年交ޓʹडすΔ͜ͱはෆ
利ӹの૿Ճにͭな͕ΔͨΊਪ͞Εͯい·せΜɻ）

Ҏ্ࡀ０̑ � ҎԼ（ड日ྸ）ࡀ４
લडͨ͠ํはडでき·せΜɻ
όϦウϜݕ査をड͚ͨ方はड͚らΕませΜ。

料　金 ̑００ԁ 生活อ護डڅ者のみແྉ ３ ０００ԁ 生活อ護डڅ者のみແྉ
方　式 ू団ݕ ݕ別ݸ
場　所 市内ݕ会（下記のͱおΓ） ҩྍ法人 4)*0%" ԘాපӃ

実施期間

検診日 検診会場 検診車

̒月３日（Ր）ʙ１̎月̎４日（水）
【̑�̎ （̒月）からड։࢝】

※事前のਃ͕ඞ要Ͱす
※ड݊をൃߦしますのͰ市ຽ課૭口ʹおӽしくͩ͞い

4 月２１日（月）
２３日（ਫ）
２５日（ۚ）
２６日（）
２８日（月）
３０日（ਫ）

川ςχスίートߥ
総ू会ॴ
津۠ຽ会ؗڵ
ܳज़文化交ྲྀセンター
ܳज़文化交ྲྀセンター
ܳज़文化交ྲྀセンター

１
１
１
２
２
１

間　隔 1 年ʹ 1 回 2 年ʹ 1 回

その他
શ༧੍
すޙ時間は、当日の४උの߹ʹΑΓଟগ前࢝։ݕ
Δ可ੑ͕͋Γます。

ඥ付いͯいΔ͕ূݥอ߁まͨは݈ূݥอ߁݈：ち࣋
　　　　マΠφンόーΧーυ
※ҩྍؔػͰ予しͯくͩ͞い。

ྩ � のңがΜݕのお知らせ
市でɺԼهの日ఔでңがΜݕΛશ༧੍で࣮ࢪしま͢
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ࣂ
料
費
や
肥
料
費
、
動
力
光


費
の
高
ಅ
に
よ
り
、
農
業
経
営
に

Ө
ڹ
を
受
け
て
い
る
市
内
の
農
業

者
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
営
農
意

ཉ
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
経
費
の
一

部
を
ิ
助
し
ま
す
。

対
象
者

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
で
農

業
ま
た
は
ச
産
業
を
営
む
方
（
ݸ

人
ま
た
は
法
人
）

・
令
和
５
年
お
よ
び
令
和
６
年
に

農
業
ま
た
は
ச
産
業
を
営
ん
で
い

て
、
令
和
７
年
以
降
も
継
続
す
る

意
思
の
あ
る
方

・
令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
（
令
和

６
年
度
市
県
民
税
申
告
を
ؚ
む
）

を
行
な
っ
た
方
、
ま
た
は
法
人
と

し
て
決
算
（
確
定
申
告
な
ど
）
を

行
な
っ
た
方

・
市
税
な
ど
の

納
が
な
い
方

ิ
ॿ
金
ֹ

確
定
申
告
な
ど
に
計
上
し
た
「
ࣂ

料
費
」
「
肥
料
費
」
「
動
力
光

費
」
の
��
ˋ

※
上
限
額

��
万
円

※
ଞ
の
Ձ
格
等
高
ಅ
対
策
に
関
す
る

ิ
助
事
業
と
の
重
複
受
給
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
動
力
光

費
の
み
の
申
請
も
可


で
す
。

ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る

農
薬
散
布
が
対
象

航
空
防
除
補
助
金

本
市
の
主
要
作
物
で
あ
る
水
Ҵ
（
主

食
用
ถ
）
の
生
産
に
お
い
て
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
を
推
進
し
、
作
業
の
ল

力
化
を
進
め
る
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業

ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
使
用

し
て
農
ༀ
の
空
中
ࢄ
布
を
自
ら
実

施
す
る
も
の
、
ま
た
は
、
委
託
に

よ
り
実
施
す
る
も
の
。

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内
の
ߞ

地
で
自
ら
ߞ
作
し
て
い
る
方
（
ݸ

人
ま
た
は
法
人
）
で
市
税
な
ど
の


納
が
な
い
方

ิ
ॿ
対
象
໘
ੵ

ߞ
地
の
本
地
面
積
（
ܣ
畔
を
除
い

た
面
積
）
に
、
農
ༀ
ࢄ
布
の
実
施

回
数
（
上
限
２
回
／
年
）
を

じ

た
面
積

ิ
ॿ
金
ֹ
（
��
ア
ー
ル
あ
た
り
）

１
，
０
０
０
円

※
千
円
未
満

数
切
り
ࣺ
て

申

期
間

９
月
１
日
㈪
～
��
月
��
日
㈮

※
提
出
書
類
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　
　
　
☎
��

－

６
６
３
５

被
害
防
止
柵
の
設
置
・
わ
な
免
許
の
取
得
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市
で
は「
ௗ
獣
被
害
防
止
ࡤ
設
ஔ

事
業
」と「
ङ
ྌ
໔
許
取
得
促
進
事
業
」

の
事
業
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ௗ
्
ඃ

防
止
ࡤ
ઃ
置
事
業

対
象
者
自
ら
農
林
産
物
を
生
産
し
、

出
荷
販
売
を
行
う
市
内
に
住
所
を
有

す
る
農
業
者
で
市
税
な
ど
の

納
が

な
い
方（
１
ݢ
で
も
申
請
で
き
ま
す
）

事
業
に
Α
り
ࡤ
を
ઃ
置
で
き
Δ
土
地

市
内
の
ߞ
作
を
し
て
い
る
農
地
ま
た

は
タ
ケ
ノ
コ
を
収
֭
す
る
た
め
に
ద

正
に
管
理
さ
れ
て
い
る

林

ิ
ॿ


ߪ
入
Ձ
格
（
税
ൈ
き
）
の

２
分
の
１
以
内
（
ิ
助
金
の
上
限

は
��
万
円
、
１
万
円
未
満
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
）

事
業
採

基
準
（
以
下
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）

▽
ࡤ
の
設
ஔ
を
予
定
し
て
い
る
土
地

の
所
有
ݖ
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
は
ି
आ
契
約
に
よ
る
利
用
ݖ

を
有
し
、
土
地
所
有
者
の
同
意
を

得
て
い
る
こ
と

▽
設
ஔ
し
た
土
地
お
よ
び
ࡤ
に
つ
い

て
、
電
気
ࡤ
は
８
年
、
金

ࡤ
は

��
年
以
上
、
ద
正
に
ߞ
作
・
管
理

が
行
え
る
こ
と

申

書
ྨ

①
ௗ
獣
被
害
防
止
ࡤ
を
設
ஔ
す
る
位

ஔ
が
分
か
る
地
図

②
ௗ
獣
被
害
防
止
ࡤ
の
資
ࡐ
ߪ
入
費

の
見
積
書
な
ど
（
部
ࡐ
の
規
格
、

数
ྔ
な
ど
の
ه
ࡌ
が
あ
る
も
の
）

③
ௗ
獣
被
害
防
止
ࡤ
の
設
ஔ
を
予
定

し
て
い
る
土
地
の
ࣸ
ਅ

※
申
請
前
に
ߪ
入
し
た
ࡤ
は
ิ
助
対

象
外
で
す
。

※
詳
し
い
採

要
件
に
つ
い
て
は

市
農
林
水
産
課
ま
で
ご
૬
ஊ
く

だ
さ
い
。

ङ
ྌ
໔
ڐ
取
ಘ
ଅ
ਐ
事
業

対
象
者

市
が
行
う
有
害
ௗ
獣
の
ั

֫
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
新
た
に
わ
な
の
ङ
ྌ
໔

許
を
取
得
す
る
市
民
の
方
で
、
市

税
な
ど
の

納
が
な
い
方

ิ
ॿ
の
対
象

わ
な
ྌ
໔
許
の
新
規

取
得
に
か
か
る
初
心
者
ङ
ྌ
講
習

受
講
料
お
よ
び
ङ
ྌ
໔
許
ࢼ
験
申

請
費
用

ิ
ॿ


３
分
の
２
以
内

※
ิ
助
金
の
交
付
は
、
ङ
ྌ
໔
許
ࢼ

験
に
合
格
さ
れ
た
場
合
の
み
と
な

り
ま
す
。

※
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
໔
許

ࢼ
験
の
受
け
付
け
前
に
市
農
林
水

産
課
ま
で
ご
૬
ஊ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
事
業
に
つ
い
て

農
林
水
産
課
農
林
係

☎
��

－

６
６
３
５

▽
ङ
ྌ
໔
許
ࢼ
験
に
つ
い
て

夷
隅
地
域
振
興
事
務
所

☎
��

－

２
４
５
１

申

書
配
布
場
所

・
農
林
水
産
課
窓
口
（
市
役
所
２

階
）
・
い
す
み
農
業
協
同
組
合
勝

浦
支
所
・
勝
浦
ߪ
買
店
舗

・
郵
送
（
問
合
せ
先
ま
で
電
話
を
い

た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
）

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

提
出
書
ྨ

・
ิ
助
金
交
付
申
請
書
݉
請
ٻ
書

・
令
和
５
年
分
の
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
な
ど
の
ࣸ
し

・
本
人
確
認
書
類
の
ࣸ
し
（
ӡ
స
໔

許
証
な
ど
）

・
通
帳
の
ࣸ
し
（
名
義
人
・
口
座
番

号
が
わ
か
る
も
の
）

申

期
間

５
月
１
日
㈭
～
６
月
��
日
㈪
必
着

提
出
ઌ

・
農
林
水
産
課
（
郵
送
可
）

˟
２
９
９

－

５
２
９
２

勝
浦
市
新
官
１
３
４
３

－

１

・
い
す
み
農
業
協
同
組
合
勝
浦
支

所
・
勝
浦
ߪ
買
店
舗

問
合
せ

農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　
☎
��

－

６
６
３
５

飼
料
費
・
肥
料
費
・
動
力
光
熱
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

飼
肥
料
等
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

ৄ
し
く
は
こ
ち
ら
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相談日
·ͣ૬ஊͯ͠Έ·ͤΜ͔ʁ

Έ͝ͱɺΘ͔Βͳ͍͜ͱͳͲɺ
૬ஊΛʹܰؾ͓

合同相談（予約制・行政相談・人権相談・心配ごとの相談など） 市民法律相談（予約制・先着順５人まで・１人につき３０分間）
݄̐̎̑ ɾ݄̑̔ ɹ̍̏̌̏࣌ʙ̍̑̌̏࣌ ݄̐̎̑ ɾ݄̑̓ ɹ̍̏࣌ʙ̍̒࣌
予約・問合せɹউӜࣾࢢձٞڠࢱձʢ̓̏ʵ̒̍̌̍ʣ
˞༧֤૬ஊલͷਖ਼ޕ·Ͱ ૯՝�૯ʢ̓̏ʵ̒̒̐̒ʣ

消費生活相談　電話相談 ２４時間健康相談ダイヤル　電話相談
ॕΛআ݄͘ʙ༵ɹ࣌̕ʙ̍̒̌̏࣌ʢ༵̍̒࣌·Ͱʣ தແٳɹ̎̐ؒ࣌ରԠ
ઍ༿ݝফඅऀηϯλʔʢ̌̐̓ʵ̐̏̐ʵ̌̕̕̕ʣ Ҕ۱Ҭ݈߁૬ஊμΠϠϧ̎̐ʢ̌̍̎̌ʵ̍̐̏ʵ̎̑̍ʣ
女性のための総合相談　電話相談 男性のための総合相談　電話相談

ॕΛআ͘Րʙ༵ɹ̌̏࣌̕ʙ̍̒࣌ ॕΛআ͘Րɾਫ༵ɹ̍̒࣌ʙ̎̌࣌
ɹɹɹɹɹɹɹ༵ɹ̍̎̌̏࣌ʙ̍̒̌̏࣌

ઍ༿ݝஉঁڞಉࢀըηϯλʔʢ̌̐ʵ̓̍̐̌ʵ̔̒̌̑ʣ ઍ༿ݝஉঁڞಉࢀըηϯλʔʢ̌̐̏ʵ̏̌̔ʵ̏̐̎̍ʣ
精神障害者の自立・社会参加に関する相談　 ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談　電話相談
ॕΛআ݄͘ʙ༵ۚɹ̍̌࣌ʙ̍̒࣌ ਫ༵ɹ̍̌࣌ʙ̍̑࣌
͍͢ΈҬ׆ಈࢧԉηϯλʔϨΠϯϘʔʢ̔̎ʵ̎̎̎̌ʣ ʢҰࣾʣઍ༿ݝ࿑ಇऀٞڠࢱձʢ̌̍̎̌ʵ̑̏ʵ̐̍̐̍ʣ
ちば南東部地域若者サポートステーション（予約制） 千葉県ひきこもり地域支援センター（ひきこもり相談）　電話相談
ॕΛআ͘Րʙ༵ɹ̌̏࣌̕ʙ̍̓࣌ɹ
एऀͷब࿑ɾཱࣗͷࢧԉ

ॕΛআ݄͘ʙ༵ۚɹ̌̏࣌̕ʙ̍̒̌̏࣌
ʢୈ༵̍ۚʣ̍̏࣌ʙ̍̒̌̏࣌

ͪೆ౦෦Ҭएऀαϙʔτεςʔγϣϯ
ʢ̌̐̓̑ʵ̎̏ʵ̑̑̍̑ʣ

ઍ༿ݝͻ͖͜ΓҬࢧԉηϯλʔ
ʢ̌̐̏ʵ̏̌̓ʵ̏̔̍̎ʣ

ʢ̍࢝ॴͷดிɺ༵ɾ༵ɾॕɾࢢ˞ ݄̎ ̎̕ ʙ̍ ݄̏ ʣͰ͢ɻ

※耕作をしていない農地
は、草刈などの適正な
管理をお願いします。

※ᶃᶄᶆᶇは１０Ξール当ͨΓの人付࡞業ྉۚͰ৯事代はؚみませΜ。
業は、۠画理地まͨは同等ఔ度のะを定。͜のۚはඪ४తな࡞ցػ※

ۚͰすのͰ、地Ҭの࣮ʹΑΓおޓいし߹いの͏͑ͯͬߦくͩ͞い。

ྩ̓
উӜ市ۀ࡞ผඪ४ۚฒͼʹ機ցʹΑΔඪ४ۀ࡞ྉۚ
ɹࠓͷඪ४ֹ͕ܾ·Γ·ͨ͠ɻ༰Լදͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

問合せ　農業委員会事務局　☎７３－６６３７

※１日当ͨΓ、࿑ಇ時間は８時間
ͱし、৯事代はؚみませΜ。

作業区分 賃　金
一般農࡞業

（ాാ同ֹ） ９，０００ԁ

農作業別標準賃金
作業区分 機械種別 賃金 備考

ᶃਫాىߞ
トラクター

７，０００ԁ 度ਂىߞ 15ᶲҎ্
ᶄਫా代͔き ７，５００ԁ 2 回をج४
ᶅ͋ͥృΓ ６０ԁ １̼当ͨΓ
ᶆ২付 ా২ػ ８，４００ԁ
ᶇמ取ࠄ ίンόΠン １９，４００ԁ ޙࠄのみのൖૹはؚまない
ᶈס૩ௐ ３，４００ԁ １ඨ当ͨΓ（ΓؚΉ）
ᶉҭබ ９２４ԁ １ശ当ͨΓ（ߗ化බ）

機械による標準農作業料金
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市ＨＰ

ৄ
し
い
内
容
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

ܝ
ࡌ
し
て
い
ま
す

勝
浦
市
の
公
用
෧

の
ཪ
面
に
ܝ
ࡌ
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
෧


は
、
市
役
所
の
全
部
署
が
使
う
ڞ
通
の
෧


に
な
り
、
送
付
先
も
市
内
外
の
公
ڞ
団
体
や

各
家
庭
な
ど
多
ذ
に
わ
た
る
た
め
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
販
売
促
進
や
知
名

度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
可

で
す
。
申
し

込
み
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
長
形
３
߸
ཪ
໘

（
ॎ
��
ᶱ
、ԣ
��
ᶱ
）、単
一
色
の
広
告

・
作
成
ຕ

／
２
２
，
０
０
０
枚

・
ܝ
ࡌ
料
金

市
内
業
者
２
２
，
０
０
０
円

市
外
業
者
３
３
，
０
０
０
円

・
ܝ
ࡌ
期
間
／
納
入
日
か
ら
納
入
෧

を
使

い
切
る
ま
で

・
募
集


／
２
枠

４
月
に
就
任
し
た

各
種
委
員
の
方
々

ਓ
ݖ
༴
ޢ
ҕ
員

ؠ
見

ହ
代

さ
ん
（
࠶

）

行

૬
ஊ
ҕ
員

藤
平

喜
೭

さ
ん
（
࠶

）

行

૬
ஊ
ҕ
員

元
吉


行

さ
ん
（
࠶

）

▽
֯
形
̎
߸
ཪ
໘

（
ॎ
１
０
０
ᶱ
、ԣ
��
ᶱ
）、単
一
色
の
広
告

・
作
成
ຕ

／
１
２
，
０
０
０
枚

・
ܝ
ࡌ
料
金

市
内
業
者
１
８
，
０
０
０
円

市
外
業
者
２
７
，
０
０
０
円

・
ܝ
ࡌ
期
間
／
納
入
日
か
ら
納
入
෧

を
使

い
切
る
ま
で

・
募
集


／
４
枠

※
そ
れ
ͧ
れ
の
෧

様
式
の
༨
ന
に
左
ه
の

文
ݴ
が
入
り
ま
す
。

勝
浦
市
の
公
用
封
筒
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

※
こ
の
広
告
は
有
料
で
ܝ
ࡌ
し
て
い
ま
す
。

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
勝
浦
市
が
推

等

を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
告
主
に
直


お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
ܝ
ࡌ
を
ご
検
౼
の
方
は
、勝
浦
市

役
所
財
政
課
財
政
係�	
０
４
７
０

－

��

－

６
６
４
８
�

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

４
月
��
日
㈮
～
４
月
��
日
㈮


ҙ
事
項

・
申
し
込
み
時
に
は
、
実
際
に
ܝ
ࡌ
す
る
広

告
の
原
ߘ
デ
ー
タ
も
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

市
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
原
ߘ
デ
ー
タ

の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
校
正
な
ど
の
都

合
上
、
申
し
込
み
の
取
り
消
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
広
告
ܝ
ࡌ
位
ஔ
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
広
告
デ
ー
タ
に
つ
き
ま
し
て
、
市
で
の
作

成
・
編
集
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

・
募
集
し
た
枠
数
よ
り
申
込
数
が
多
か
っ
た

場
合
は
、
「
勝
浦
市
有
料
広
告
ܝ
ࡌ
に
関

す
る
要
ߝ
」
に
基
づ
き
બ
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
募
集
し
た
枠
数
よ
り
申
し
込
み
数
が
少
な

か
っ
た
場
合
は
、
申
込
期
間
を
Ԇ
長
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
申
し
込
み

財
政
課
財
政
係

☎
��

－

６
６
４
８

[BJTFJ�[!
DJUZ�LBUTVVSB�KQ
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医 療 法 人 SHIODA
塩田病院総合診療科
部長　青 木　信 也

か
つ
う
ら
医
療
れ
ん
ら
く
帳

「
病
院
に
か
か
る
と
１
日
仕
事
で
ね
ー
」
と

い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
な
ぜ
病
院
受

診
は
時
間
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
は
、
こ
の
地
域
が
医
師
の
数
に
対
し

て
、
患
者
数
の
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
人

口
��
万
人
あ
た
り
の
医
師
数
が
全
国
３
３
５

あ
る
二
次
医
療
圏
で
３
２
３
位
、
県
内
で
も

一
番
少
な
い
地
域
で
す
。
勝
浦
市
も
医
師
の

絶
対
数
が
少
な
い
の
で
す
。
こ
の
状
況
で
救

急
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
と
、
予
約
さ

れ
た
患
者
さ
ん
に
は
大
変
申
し
訳
な
い
の
で

す
が
、
救
急
患
者
を
優
先
し
て
治
療
し
な
い

と
即
座
に
命
に
関
わ
り
ま
す
し
、
病
棟
患
者

さ
ん
の
急
変
が
あ
る
と
、外
来
を
一
旦
ス
ト
ッ

プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
診
療
に
は
、
複
雑
な
症
状
が

あ
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
状
況
を
聞
い
た
り
、

検
査
の
説
明
で
時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
、
�
人
の
患
者
さ
ん
に
予
約
時
間

の
枠
を
超
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
、
電
子
カ
ル

テ
や
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
患
者
さ

ん
も
時
間
を
守
る
と
待
ち
時
間
は
少
な
く
な

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
が
、
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。（
ど
の
病
院
で
も
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
）

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
私
（
医
療
者
）
か

ら
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多
く
の
患
者
さ

ん
を
診
察
し
よ
う
と
す
る
と
時
間
が
ゆ
っ
く

り
取
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
皆
さ
ん
の
心
配

ご
と
、
前
回
受
診
か
ら
の
変
化
な
ど
を
お
聞

き
し
た
い
の
で
、
メ
モ
で
よ
い
の
で
ま
と
め

て
き
て
い
た
だ
い
た
り
、
血
圧
手
帳
や
血
糖

測
定
し
た
手
帳
な
ど
を
用
意
す
る
だ
け
で
な

く
、
診
察
の
前
に
カ
バ
ン
か
ら
出
し
て
待
っ

て
て
い
た
だ
け
る
と
診
療
は
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
ま
す
。ま
た
、上
着
は
す
ぐ
脱
げ
る
も
の
や
、

も
し
く
は
一
枚
脱
い
で
待
つ
と
か
、
診
察
が

終
わ
っ
た
後
、
上
着
は
診
察
室
の
外
で
着
る

と
い
っ
た
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
と
、
そ
の

積
み
重
ね
で
皆
さ
ん
の
待
ち
時
間
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
後
の
外
来
が

楽
し
み
で
す
！

コ
ラ
ム
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
課

健
康
管
理
係

☎
��

－

６
６
１
４

な
ぜ
病
院
の
待
ち
時
間
は

長
い
の
か
？

4
11

地域おこし協力隊 活動報告展示会が開催されました
ɹࢢͰ׆ಈ͢ΔҬ͓͜͠ ͷऔΓΈΛհ͢ΔʮҬ͓͜͠ୂྗڠ లࣔձʯ͕݄̎̎̎ࠂಈใ׆�ୂྗڠ ͔Β݄̏̏·Ͱܳज़จ
ԽަྲྀηϯλʔͰɺ݄͔̏̐Β݄̏̍ ̐·ͰࢢॴͰ։͞࠵Ε·͠ ͨɻ

ɹձͰɺݱୂһ� ໊ͷ׆ಈʹՃ͑ɺظΛऴ͑ͨୂྗڠ
0#� ໊ͷऔΓΈలࣔ͠ɺଟ ͷ͘དྷऀʹ͝ཡ͍͖ͨͩ·͠ ͨɻ
ಛʹΩϡεςձͰɾॕʹୂһ͕ৗற͠ɺަྲྀ͢Δ
ಈͷ۩ମతͳ༰͕͔ͬͨʯʮԠԉ͍ͯ͠׆ձઃ͚ΒΕɺʮػ
·͢ʯʮҬΛΓ্͛ͯ͘ Εͯ͋Γ͕ͱ͏ʯͱ͍͕ͬͨͤدΒΕ
·͠ ͨɻ

ɹҬ͓͜͠ୂྗڠɺࢢ෦͔ΒํͷҠॅΛଅ͠ɺҬੑ׆Խ
Λతͱ͢Δ૯লͷ੍Ͱ ɻ͢ୂһɺҬݯࢿͷ׆༻Ҡॅଅਐɺ
ྛਫۀ࢈ͷࢧԉͳͲΛ୲͍ɺظ�ʙ� ؒͱ͞Ε͍ͯ· ɻ͢

ɹҬ͓͜͠ୂྗڠͷ׆ಈΛ௨͡ ɺͯఆॅଅਐҬͷੑ׆Խ͕ਤΒ
Ε͍ͯ· ɻ͢

キュステ多目的室の展示の様子

市役所１階ロビーでの展示の様子

問合せ　企画課 移住・定住支援係　☎６２－５０９５
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「
ゆ
う
ゆ
う
広
場
」を
開
催
し
ま
す

知
識
を
深
め
、
仲
間
と
の
交
流
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

令
和
７
年
度

「
教
育
委
員
会
各
種
教
室
」参
加
者
募
集

勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
��
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
お
よ
び
��
歳
以
上
の

高
齢
者
夫
婦
を
対
象
に
、
５
月
よ
り
「
ゆ
う

ゆ
う
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
勝
浦
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
も
と
、
各
回
と
も
楽
し
い
内
容
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
や
む
を
得
ず
変
更
ま
た
は
中
止
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

期
日
・
内
容
（
全
��
回
予
定
）

①
５
月
��
日
㈬

折
り
紙

②
６
月
��
日
㈭

生
け
花

③
７
月
��
日
㈮

俳
画

④
９
月
８
日
㈪

読
み
聞
か
せ

⑤
��
月
６
日
㈪

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

⑥
��
月
��
日
㈬

お
と
な
の
遠
足

⑦
��
月
��
日
㈭

ク
リ
ス
マ
ス
会

⑧
１
月
��
日
㈮

新
年
会

⑨
２
月
２
日
㈪

防
災
を
学
ぶ

⑩
３
月
��
日
㈬

茶
の
湯

時
間

各
回
と
も
��
時
��
分
～
��
時

※
弁
当
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

場
所

勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室

　
　
　
（
新
官
１
３
９
４

－

１
）

電
話
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
住
所
・

氏
名・年
齢・電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

４
月
��
日
㈬

問
合
せ

生
涯
学
習
課

☎
��

－

６
６
６
５

高
齢
者
学
級

生
き
が
い
を
も
っ
て
充
実
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
教
養
を
高
め
、
健
康
を
増
進
し
、

高
齢
期
の
生
活
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

対
象

��
歳
以
上
の
方

定
員

１
５
０
人

期
日
／
学
習
内
容
／
形
態
／
場
所

▽
６
月
��
日
㈮
／
開
講
式
・
脳
ト
レ
に
挑
戦
！

／
講
話
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
７
月
��
日
㈮
／
房
総
の
名
工
波
の
伊
八
／

講
話
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
��
月
７
日
㈫
・
８
日
㈬
／
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

を
し
よ
う
／
実
技
／
東
急
サ
ニ
ー
パ
ー
ク

▽
��
月
７
日
㈮
・
��
日
㈫
・
��
日
㈮
／
見
聞

を
広
め
る
「
深
大
寺
周
辺
め
ぐ
り
」
／
野

外
学
習
／
神
代
植
物
公
園
・
深
大
寺
ほ
か

▽
��
月
��
日
㈮
／
健
康
体
操
を
し
よ
う
／
実

技
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
１
月
��
日
㈮
／
獣
害
対
策
を
考
え
よ
う
・

閉
講
式
／
講
話
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー

定
員

��
人

参
加
費

無
料

※
飲
み
物
（
必
要
な
方
）
持
参

申
込
期
間

４
月
��
日
㈪
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
��

－

６
１
０
１

女
性
学
級

女
性
の
生
き
方
と
地
域
の
か
か
わ
り
を
知

り
、
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
学
習
を

し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
女
性

定
員

��
人

期
日
／
学
習
内
容
／
形
態
／
場
所　
　
　

▽
６
月
��
日
㈭
／
開
講
式
・
夏
バ
テ
を
防
止

し
よ
う
／
講
話
／
興
津
集
会
所

▽
８
月
��
日
㈬
／
長
寿
の
秘
訣
は
食
事
か
ら

献
立
ゲ
ー
ム
／
講
話
／
興
津
集
会
所

▽
��
月
��
日
㈮
／
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
よ
う

／
実
技
／
元
興
津
中
学
校
体
育
館

▽
��
月
��
日
㈮
／
築
地
め
ぐ
り
／
野
外
学
習

／
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
・
築
地
場
外
市
場

ほ
か

▽
��
月
��
日
㈮
／
健
康
体
操
を
し
よ
う
／
実

技
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
１
月
��
日
㈭
／
ど
ん
ぐ
り
人
形
を
つ
く
ろ

う
・
閉
講
式
／
創
作
／
興
津
集
会
所

家
庭
教
育
学
級

心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
な
子
ど
も
を
育

て
る
た
め
、
家
庭
教
育
の
重
要
さ
の
理
解
お

よ
び
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

期
間

５
月
～
��
月

場
所

体
育
館
、
会
議
室
な
ど

形
態

市
内
各
小
学
校
・
中
学
校
が
独
自
に

家
庭
教
育
学
級
を
実
施
し
ま
す
。
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～春の新教室第１弾のご案内～

わ 　   く　 　   わ 　  く

ＷａｋüＷａｋü♪カルチャースクール
令和７年度 あなたにぴったりがきっとみつかる

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

キ
ュ
ス
テ

パ
ン
作
り
・
お
菓
子
作
り
を
楽
し
も
う

日
本
で
も
お
な
じ
み
の
世
界
の

食
卓
に
並
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
を

は
じ
め
、
簡
単
な
お
菓
子
も
作

る
こ
と
の
で
き
る
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
で
す
。
自
分
で
こ
ね
た
パ

ン
生
地
が
発
酵
し
、
焼
き
あ
が
る

様
を
眺
め
る
こ
と
は
、
パ
ン
作
り

の
醍
醐
味
！

先
生
が
丁
寧
に
ご
指
導
し
ま
す

の
で
初
心
者
の
方
で
も
し
っ
か
り

と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
♪

場
所
キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

講
師

佐
久
間

美
幸
【「
ミ
ー

の
パ
ン
教
室
」
主
宰
】（
勝
浦
市
）

材
料
費
３
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
１
回
に
つ
き
）

▼
金
曜
ク
ラ
ス

開
講
日
程
／
５
月
２
日
、
６
月

13
日
、
７
月
４
日
、
８
月
22
日
、

９
月
５
日
（
全
５
回
）

時
間
／
18
時
～
21
時

定
員
／
12
人

▼
土
曜
ク
ラ
ス

開
講
日
程
／
５
月
３
日
、
６
月

14
日
、
７
月
５
日
、
８
月
23
日
、

９
月
６
日
（
全
５
回
）

時
間
／
13
時
～
16
時

定
員
／
12
人

茶
道
教
室

「
和
」
の
お
稽
古
の
代
名
詞
と
し

て
人
気
の
茶
道
。
当
教
室
は
初
心

者
で
も
気
軽
に
、
お
茶
の
頂
き
方・

楽
し
み
方
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

教
室
で
す
。

対　　象　市内在住・在勤・在学の方（小学４年生以下は保護者同伴）
受付期間　パン作り.お菓子作り教室・アートフラワー教室　４月２１日（月）～２８日（月）
　　　　　バランスボール教室・茶道教室・生け花教室 　　５月１２日（月）～２６日（月）
　　　　　９時から受付開始（定員になり次第募集終了）
申込場所　生涯学習課　窓口または電話での申し込み
　　　　　☎７３－６６６５

※電話での申し込みは、混雑のため電話がつながりにくくなる場合があります。
※受講料は無料ですが、教室によっては材料費、保険料などの実費を負担していただきます。
※申込者が多数の場合や前回参加された方は初参加の方を優先させていただく場合があります。
　また、定員に満たない場合は開催を取りやめる場合があります。
※申し込みは、ご本人の枠に限り受け付けます。

本
格
的
な
「
和
」
の
作
法
を
身

に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
講
日
程

６
月
15
日
、
７
月
20
日
、
８
月

17
日
、９
月
21
日
、
10
月
19
日
、

12
月
７
日
、
１
月
25
日
、
２
月

15
日
（
全
８
回
・
す
べ
て
日
曜
）

時
間

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
キ
ュ
ス
テ
２
階

和
室

定
員

10
人

材
料
費
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
全
８
回
分
）

講
師

関
野

宗
敬
【
表
千
家
教

授
】（
勝
浦
市
）

生
け
花
教
室
～
基
本
か
ら
自
由
花

ま
で
色
々
い
け
ま
し
ょ
う
！
～

満
開
の
花
も
、
そ
し
て
散
り
ゆ

く
花
も
、
同
じ
命
。
等
し
く
か
け

が
え
の
な
い
も
の
だ
と
考
え
、
自
分

で
生
け
あ
げ
た
花
の
命
の
移
ろ
い

を
最
後
ま
で
見
届
け
、
時
節
の
移

り
変
わ
り
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
生
け
花
の
魅
力
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
も
花
の
あ
る
暮

ら
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
生
花
を
使
用
し
ま
す

開
講
日
程

６
月
７
日
、
７
月
19
日
、
８
月

２
日
、
９
月
20
日
、
11
月
29
日
、

（
全
５
回
・
す
べ
て
土
曜
）

時
間

13
時
30
分
～
15
時

場
所
キ
ュ
ス
テ
２
階

調
理
室

定
員

12
人

材
料
費
１
，３
０
０
円

　
　
　
　
（
１
回
に
つ
き
）

講
師

関
野

汀
華
【
勝
浦
市
華

道
連
盟
】（
勝
浦
市
）

キ
ュ
ス
テ

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

「
最
近
身
体
が
固
く
な
っ
た
」「
無

理
な
く
有
酸
素
運
動
を
し
た
い
」

「
食
べ
過
ぎ
ち
ゃ
っ
て
お
腹
周
り

が
・
・
・
」
そ
ん
な
あ
な
た
に
嬉

し
い
お
知
ら
せ
！
キ
ュ
ス
テ
で
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
、
左
右
異
な

る
体
操
は
筋
力
Ｕ
Ｐ
だ
け
で
な
く
、

脳
ト
レ
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
♪

開
講
日
程

６
月
５
日
、
６
月
19
日
、
７
月

10
日
、
７
月
24
日
、
８
月
７
日

（
全
５
回
・
す
べ
て
木
曜
日
）

時
間

13
時
30
分
～
15
時

場
所
キ
ュ
ス
テ
２
階

和
室

定
員

10
人

受
講
料

保
険
料
と
し
て
４
０
０

円
程
度
（
全
５
回
分
）

※
保
険
料
は
受
講
者
数
で
変
動
し

ま
す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

講
師

栗
山

と
も
み
【BA

★

LABO

】（
一
宮
町
）

キ
ュ
ス
テ
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
の
ア
レ
ン

ジ
、
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、

五
月
み
ど
り
さ
ん
考
案
の
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
な
ど
を
作

り
ま
す
。

作
り
上
げ
た
作
品
は
あ
な
た
の

生
活
を
彩
っ
て
く
れ
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
♪

開
講
日
程

５
月
８
日
、
６
月
12
日
、
７
月

10
日
、
８
月
21
日
、
９
月
11
日
、

10
月
９
日
（
全
６
回
・
す
べ
て

木
曜
）

時
間

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
キ
ュ
ス
テ
２
階

調
理
室

定
員
10
人

材
料
費
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
１
回
に
つ
き
）

講
師

岩
瀬

明
美
（
勝
浦
市
）

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

パッ
チ
ワ
ー
ク
と
は
布
片
を
縫
い

合
わ
せ
て
大
き
な
布
を
作
る
手
芸

技
法
で
す
。
色
柄
や
布
合
わ
せ
の

工
夫
次
第
で
と
って
も
可
愛
い
作
品

が
で
き
あ
が
る
た
め
、
習
い
事
と

し
て
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

独
特
の
風
合
い
や
デ
ザ
イ
ン
を

楽
し
む
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
一
緒
に

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
講
日
程

６
月
１
日
、
７
月
６
日
、
８
月

３
日
、
９
月
７
日
、
10
月
５
日
、

10
月
19
日
（
全
６
回
・
す
べ
て

日
曜
）

時
間

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
キ
ュ
ス
テ
２
階

調
理
室

定
員

12
人

材
料
費

８
０
０
円

　
　
　
　
（
１
回
に
つ
き
）

講
師

髙
梨

八
千
代（
勝
浦
市
）
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お
知
ら
せ

（有料広告）

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
に
関
す

る
意
識
の
向
上
、
主
体
的
な
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

ご
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
参
加
さ
れ
た
方
に

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
と
し
て
、
マ

イ
カ
ー
ド
（
勝
浦
奉
仕
会
提
供
）
に

１
健
（
検
）
診
な
ど
に
つ
き
６
ポ
イ

ン
ト
（
カ
ツ
オ
マ
ー
ク
１
匹
分
）
を

付
与
し
て
い
ま
す
。

・
市
の
健
診
や
が
ん
検
診
を
受
診
し

た
方
（
集
団
健	

検


診
の
み
）

・
勝
浦
い
き
い
き
元
気
体
操
で
の
体

力
測
定
お
よ
び
結
果
説
明
に
参
加

さ
れ
た
方

※
マ
イ
カ
ー
ド
は
、
勝
浦
奉
仕
会
加

盟
店
で
の
買
い
物
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

市
民
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　
☎
��

－

６
６
１
４

��
歳
以
上
ま
た
は
��
歳
以
上
��

歳
以
下
の
方
で
、
千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
方
も
検
診
費
用
の
一
部
、
５
０
０

円
（
ま
た
は
１
，０
０
０
円
）
を
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
対
象
と
な
る
が
ん
検
診
の
詳

細
は
、「
健
（
検
）
診
カ
レ
ン
ダ
ー
」

ま
た
は
「
検
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　
☎
��

－

６
６
１
４

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
住
民

票
な
ど
の
証
明
書
を
取
得
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
次
の
日
程
で
一
時
停
止

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
日
時

４
月
��
日
㈪
��
時
～
��
日
㈬

終
日

停
止
理
由

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め

問
合
せ

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
☎
��

－

６
６
１
２

��
歳
以
上
��
歳
未
満
の
方
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
勤
務
先
を
退

職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚
生
年
金
保
険

か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
届
出
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
勤
務
先
を
退
職
し
た
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

も
、
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
届
出
が

必
要
で
す
。

※
退
職
し
て
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
方
は
、

配
偶
者
の
勤
務
先
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。

手
続
き
場
所

市
民
課
国
保
年
金
係
窓
口

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

４
月
よ
り「
が
ん
検
診
」の

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
一
時
停
止
し
ま
す

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
へ

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
退
職
日
が
わ
か
る
証
明
書
（
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
社
会

保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、
退
職

証
明
書
な
ど
）

▽
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が

確
認
で
き
る
も
の
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
、

国
民
年
金
加
入
の
電
子
申
請
が
で

き
ま
す
。
詳
細
は
、
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ

市
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
☎
��

－

６
６
１
１

毎月
第２日曜日

５月１１日
8：30～12：30

６月　８日

ɾॅຽථɺށ੶ɺҹؑূ໌ɺϚΠφϯόʔΧʔυͷަ
Λड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɾަͷࡍɺຊਓ֬ೝͷͰ͖Δӡస໔ূڐɾϚΠφϯ
όʔΧʔυͳͲͷఏ͕ࣔඞཁͰ͢ɻ
問合せ　ࢢຽ՝ࢢ�ຽɹ☎︎̓̏ʵ̒̒̍̎

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

利用時間
　６時３０分～２３時（土日含む）
　※市役所は８時３０分～１７時１５分
問合せ
　市民課 市民係　☎７３－６６１２

マイナンバーカードで便利に！

コンビニ・市役所のコピー機で
住民票などカンタン受け取り
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（有料広告）

日
時

５
月
��
日
㈬

１
組
目
ス
タ
ー
ト
時
間
／
８
時
��
分

場
所

勝
浦
東
急
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

プ
レ
ー
代（
昼
食
付
き
消
費
税
込
み
）

ビ
ジ
タ
ー

８
，４
８
０
円

市
で
は
勝
浦
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
市
営
住
宅
の
場
所

▽
勝
浦
市
沢
倉
２
６
４
番
地

旭
ヶ
丘
第
２
団
地
��
号
棟

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

▽
勝
浦
市
沢
倉
２
８
６
番
地
１

旭
ヶ
丘
第
２
団
地
��
号
棟

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
施

行
令
で
定
め
る
金
額
（
��
～
��
万

円
程
度
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

⑤
申
し
込
ん
だ
人
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
家
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

申
し
込
み
方
法

都
市
建
設
課
で
お
渡
し
す
る
「
市

営
住
宅
入
居
申
込
書
」
に
次
の
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

①
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
市
町
村

民
税
の
所
得
課
税
証
明
書

②
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
５
月
９
日
㈮

問
合
せ�

�
�

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
��

－

６
６
２
７

森
林
所
有
者
な
ど
が
森
林
の
立

木
を
伐
採
ま
た
は
開
発
す
る
場
合
、

事
前
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造

林
届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
な
く
伐
採
し
た
り
、
実
行
内

容
が
異
な
る
場
合
は
、
森
林
法
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
森
林

千
葉
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林

計
画
対
象
の
森
林

対
象
地
の
確
認
方
法

ち
ば
情
報
マ
ッ
プ
で
森
林
計
画
図

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
農
林
水

産
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ち
ば
情
報
マ
ッ
プ
は

こ
ち
ら

届
出
が
必
要
な
方

森
林
所
有
者

や
立
木
を
買
い
受
け
た
方

届
出
期
間

▽
伐
採
及
び
伐
採
後
の
届
出
書

伐
採
を
始
め
る
��
日
か
ら
��
日
前

ま
で

※
伐
採
完
了
後
、
状
況
報
告
書
な

ど
の
提
出
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
森
林
の

開
発
を
行
う
場
合
や
、
保
安
林
に

指
定
さ
れ
て
い
る
森
林
を
伐
採
す

る
場
合
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　
☎
��

－

６
６
３
５

第
82
回
勝
浦
市
民

春
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
ご
案
内

勝
浦
市
営
住
宅

入
居
者
募
集

森
林
の
伐
採
は
届
出
が

必
要
で
す

お
仕
事
説
明
会
in
勝
浦
市

コ
ン
ビ
ニ
で
の
働
き
方
に
つ
い
て
聞

い
て
み
ま
せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容セ

ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
店
舗
で
の
幅

広
い
年
齢
層
の
多
様
な
働
き
方
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

日
時５

月
��
日
㈰

��
時
～
��
時
��
分

会
場

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
１
階
大
会
議
室

定
員

��
人
程
度

　
　
　
（
年
齢
上
限
無
し
）

申
し
込
み

４
月
��
日
㈯
か
ら
受
付
開
始

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
電
話
の
場
合
、
土
日
祝
日
を
除
き

ま
す
。

参
加
費

無
料

申
し
込
み
・
問
合
せ

観
光
商
工
課
商
工
係

☎
��

－

６
６
８
７

申
し
込
み

専
用
ペ
ー
ジ

ハローワークの求人情報はこちらから
　勝浦市のホームページにハローワークの求人情報を
掲載しています。詳細については下記からご確認くだ
さい。市ホームページで「ハローワーク」
と検索しても閲覧できます。

問合せ　観光商工課 商工係
　　　　☎７３－６６８７

参
加
費

▽
勝
浦
市
ゴ
ル
フ
協
会
会
員

２
，０
０
０
円

▽
非
会
員

３
，０
０
０
円

競
技
方
法
ぺ
リ
ア
方
式

※
プ
レ
ー
終
了
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に

お
い
て
表
彰
式
を
開
催
予
定

対
象

①
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
の
方

②
市
内
小
中
学
校
出
身
の
方
（
ど
ち

ら
か
１
つ
該
当
す
れ
ば
可
）

③
会
員
の
方

④
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

申
込
期
限

５
月
６
日
㈫

※
生
涯
学
習
課
は
５
月
２
日
㈮

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切
り

ま
す
。

申
し
込
み

▽
ゴ
ル
フ
ィッ
ト

☎
��

－
０
５
４
１

▽
勝
浦
ジ
ョ
イ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

☎
��

－

１
０
７
８

▽
生
涯
学
習
課

☎
��

－

６
６
１
３

※
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

勝
浦
市
ゴ
ル
フ
協
会（
関
）

☎
０
９
０

－

１
５
０
４

－

１
４
９
１
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◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部

　☎８０－０１１９

◇納税・納付◇　納期　４月３０日（水）
○固定資産税　　　：１期
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課 収納係　☎７３－６６２２

市民のうごき〔２月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１５，０８０
７，５１３
７，５６７

人（７９減）
人（４７減）
人（３２減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

３４
７６

３
４０

０
１
１

人
人
人
人
人
人
人（増）

■７，９６７世帯 （４８減）

交通事故件数〔２月〕
勝浦警察署　☎７３－０１１０

交通事故　４３件
○人身事故… ３件
　　死者数： ０人
　　傷者数： ４人
○物損事故… ４０件

消防署の出動〔２月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　１０件（１０）
■救急：　　９９件

刑法犯認知件数【少ない順】〔１月〕

ご み 処理状況〔１月〕(   ) 内は前年同月比
■ 当 月 分 処 理 量： 

当年度累計
（内訳）○可燃ごみ：

○資源ごみ：

537.834t(16.40% 減 )
5,236.395t
  452.63t（16.36% 減）
  85.204t（16.61% 減）

※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 富津市 4 － 8 件
２ 鴨川市 9 － 4 件
３ 勝浦市 11 ＋ 1 件

市
役
所
職
員
人
事
異
動

令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
で
、
市

役
所
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
管
理
職
の
異
動
お
よ
び
退
職
者

は
次
の
通
り
で
す
。

※
（

）
内
は
旧
所
属

【
昇
任
昇
格
】

▽
企
画
課
付
主
幹

宮
川

修一（
税
務
課
）

▽
市
民
課
長

田
中

め
ぐ
み
（
市
民
課
）

▽
生
涯
学
習
課
長

渡
邉

友
人
（
観
光
商
工
課
）

▽
こ
ど
も
未
来
応
援
課
長

圡
馬

健
太
郎
（
福
祉
課
）

【
配
置
換
】

▽
消
防
防
災
課
長

窪
田　
　
正
（
水
道
課
）

▽
議
会
事
務
局
長

軽
込
一浩
（
財
政
課
）

▽
企
画
課
長

水
野

伸
明
（
福
祉
課
）

▽
福
祉
課
長

渡
邉

弘
則
（
市
民
課
）

▽
財
政
課
長

鈴
木

和
幸
（
消
防
防
災
課
）

【
事
務
取
扱
】

▽
会
計
課
出
納
係
長
事
務
取
扱

吉
田

智
絵

▽
学
校
教
育
課
教
育
特
区
係
長
事

務
取
扱

紫
関

左
恭

【
採
用
】

▽
税
務
課
長

小
野
寺

千
枝

【
役
職
定
年
】

▽
国
際
武
道
大
学
へ
派
遣

平
松　
　
等
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
勝
浦
市
観
光
協
会
へ
派
遣

大
森

基
彦
（
生
涯
学
習
課
長
）

【
退
職
】
３
月
��
日
付
け

青
山

大
輔
（
政
策
統
括
監
）

大
野　
　
弥
（
税
務
課
長
）

問
合
せ

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
☎
��

－

６
６
４
３

２
月
��
日
に
第
１
回
定
例
会
が
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
��
議

案
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
結
果
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夷
隅
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合

☎
��

－

６
６
０
０

令
和
７
年
第
１
回
夷
隅
郡

市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会
定
例
会
会
議
結
果

入
札
結
果
の
公
表

３
月
執
行
の
入
札
は
４
件
で
す
。

入
札
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

財
政
課
契
約
検
査
係

　
　
　
　
☎
��

－

６
６
４
９

市ＨＰ

野
焼
き
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て

一
般
家
庭
や
事
業
場
か
ら
出
た
ご
み

の
野
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
外
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
排
出
を
は
じ
め
と
す
る
大
気
汚
染

の
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

ご
み
を
処
分
す
る
と
き
は
、
一
般

家
庭
で
あ
れ
ば
ご
み
集
積
所
に
出

し
、
事
業
場
で
あ
れ
ば
許
可
業
者
へ

委
託
す
る
な
ど
し
て
、
野
外
焼
却
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
第
��
条
の
２
よ
り
、
廃
棄
物

の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
行
為
）
は
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
同
法
に
違
反
し
た
場
合
は
、

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
、
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

ま
た
は
こ
れ
を
併
科
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

野
焼
き
禁
止
の

例
外
事
項
は

こ
ち
ら
か
ら

防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布
に
つ
い
て

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
の
対
策
に

防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

勝
浦
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
��

－

０
１
１
０

５
月
��
日
は
「
看
護
の
日
」、
��

日
か
ら
��
日
は「
看
護
週
間
」で
す
。

ケ
ア
の
心
、
助
け
合
い
の
心
を
育

み
看
護
へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
る

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

５
月
��
日
㈰

　
　
　
��
時
～
��
時

場
所

お
お
た
き
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

プ
ラ
ザ
オ
リ
ブ

内
容

各
種
測
定
、
骨
密
度
測
定
、

乳
が
ん
自
己
検
診
、
フ
レ
イ
ル

予
防
体
操
、
救
命
講
習
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
・
無
料

問
合
せ

千
葉
県
看
護
協
会

☎
０
４
３

－

２
４
５

－

０
０
２
５

勝
浦
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
～

５
月
12
日
は

「
看
護
の
日
」で
す
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試
験
日
時

��
月
��
日
㈯

試
験
場
所

幕
張
メ
ッ
セ

国
際
会
議
場

（
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
二
丁
目

１
番
）

願
書
の
配
布
場
所

保
健
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

願
書
の
提
出
方
法

住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
（
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
へ
簡
易
書
留

に
よ
り
郵
送

※
住
所
が
県
外
に
あ
る
方
は
県
庁
健

康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
支
援
課

願
書
受
付
期
間
（
消
印
有
効
）

�
月
��
日
㈪
～
��
日
㈮

※
期
間
厳
守

問
合
せ

千
葉
県
夷
隅
保
健
所
（
夷

隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

勝
浦
市
出
水
１
２
２
４

☎
��

－

０
１
４
５

目
的
別
に
次
の
①
～
④
の
農
業

講
座
を
開
講
予
定
で
す
。
詳
細
は

夷
隅
農
業
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（IUUQT���X
X
X
�QSFG�DIJCB�

MH�KQ�BQ�JTVN
J�JOEFY�IUN

M

）

の
新
着
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
夷
隅
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

農
業
後
継
者
、新
規
就
農
者
な
ど
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
農
業
経
営
を

始
め
る
方
々
向
け
の
講
座
で
す
。

農
業
経
営
の
基
本
と
な
る
栽
培
技

術
（
園
芸
の
基
礎
、
土
壌
・
肥
料
、

病
害
虫
防
除
）
や
農
業
経
営
の
知

識
・
事
例
を
学
ぶ
３
年
間
の
講
座

で
す
。

②
目
指
せ
直
売
農
業
！
実
践
講
座

「
半
農
半
Ｘ
を
模
索
し
て
い
る
」

「
所
有
し
て
い
る
畑
を
使
っ
て
出

荷
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
な

ど
「
農
産
物
直
売
所
出
荷
を
主
体

と
し
た
“
小
さ
な
農
業
”」
を
始

め
る
た
め
の
講
座
で
す
。

③
お
し
ゃ
れ
果
実
生
活
＋
出
荷
に
挑
戦

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
講
座

美
味
し
い
・
ヘ
ル
シ
ー
な
果
物

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
簡
単
に
栽
培

で
き
る
針
葉
樹
樹
皮
栽
培
の
紹
介

と
技
術
指
導
を
行
い
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
出
荷
を
目
指
す
講
座
で

す
。

④
い
す
み
の
野
山
で
仕
事
づ
く
り

枝
物
・
草
花
栽
培
講
座

自
然
な
雰
囲
気
を
演
出
す
る
た
め

受
験
者
講
習
会

日
時
５
月
��
日
㈮
（
受
付
９
時
～
）

９
時
��
分
～
��
時
��
分

場
所

茂
原
市
東
部
台
文
化
会
館

（
茂
原
市
東
部
台
１
丁
目
７

－

��
）

対
象
者

乙
種
第
４
類
の
取
得
を
目

指
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
、
危
険

物
関
係
法
令
な
ど
を
学
ぼ
う
と
し

て
い
る
方

５
月
か
ら
、
駅
ピ
ア
ノ
を
使
っ
た

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し

ま
す
。
全
く
の
初
心
者
の
方
で
も
大

丈
夫
で
す
。
皆
さ
ま
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

第
１
回

５
月
��
日
㈰

　
　
　
午
前
��
時

場
所
Ｊ
Ｒ
勝
浦
駅

内
容

駅
ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た
レ
ッ

ス
ン
（
１
人
約
��
分
程
度
）

参
加
料

無
料

講
師

畔
田
浩
子
氏

長
年
、
勝
浦
市
で
子
ど
も
た
ち
に

ピ
ア
ノ
を
教
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、畔
田
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

無
料
で
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
ま
す
。

※
先
着
��
名
ま
で

※
第
２
回
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
��

－

１
０
０
１

令
和
７
年
度
調
理
師

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

夷
隅
農
業
事
務
所

農
業
講
座
の
ご
案
内

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験

者
向
け
講
習
会
の
ご
案
内

駅
ピ
ア
ノ
で

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

の
「
枝
物
」
や
「
草
花
」
が
花
業

界
の
流
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
草

刈
り
し
て
い
る
だ
け
の
土
地
が
あ

る
」「
野
山
を
活
用
し
た
仕
事
づ

く
り
が
し
た
い
」「
地
域
振
興
に

興
味
が
あ
る
」
な
ど
、
こ
の
「
枝

物
」「
草
花
」
の
栽
培
を
始
め
る

た
め
の
講
座
で
す
。

開
講
時
期

５
月
中
旬
予
定

申
込
方
法

事
前
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
合
せ

夷
隅
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

☎
��

－

２
２
１
３

受
講
料
４
，０
７
０
円

　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

申
込
方
法

当
日
、
会
場
受
付
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

テ
キ
ス
ト
（
当
日
販
売
あ
り
）

危
険
物
取
扱
必
携
「
法
令
編
」

（
１
，５
４
０
円
）、
危
険
物
取
扱

必
携
「
実
務
編
」（
１
，５
４
０

円
）、例
題
集「
乙
種
第
４
類
」（
１
，

８
７
０
円
）

模
擬
試
験

日
時
５
月
��
日
㈯
��
時
～
��
時

　
　
（
受
付
��
時
��
分
～
）

場
所

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本
部
（
大
多
喜
町

船
子
��

－

２
）

対
象
者

乙
種
第
４
類
の
取
得
を
目

指
し
て
い
る
方

受
講
料

①
夷
隅
郡
市
防
火
安
全
協
会
会
員
事

業
所
の
方
／
１
，
０
０
０
円

②
会
員
事
業
所
以
外
の
方

／
１
，
５
０
０
円

申
込
方
法（
５
月
��
日
㈪
締
め
切
り
）

問
い
合
わ
せ
先
に
て
申
し
込
み

使
用
テ
キ
ス
ト
（
当
日
販
売
な
し
）

危
険
物
取
扱
必
携「
法
令
編
」「
実

務
編
」・
例
題
集
「
乙
種
第
４
類
」

問
合
せ

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
��

－

０
１
３
２
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市長の主な動き
皆
さ
ん
、巻
頭
の
「
本
年
度
予

算
」
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

今
回
は
、予
算
や
施
策
に
込
め

た「
想
い
」に
つ
い
て
、子
育
て
の

面
か
ら
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
間
の
本
市
の
年
間
出

生
数
は
、約
��
人
ず
つ
減
少
し
、昨

年
度
は
��
人
で
す
。
あ
る
会
合
で

話
し
た
と
き
「
�
ヶ
月
の
誕
生
数

で
し
ょ
？
」
と
聞
か
れ
、「
い
や
、

�
年
間
で
す
」
と
答
え
た
と
き
、

「
エ
ー
ッ
！
」と
驚
か
れ
ま
し
た
。

以
前
か
ら
『
少
子
化
』
に
つ
い
て

は
話
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、本

年
度
か
ら
の
５
ヵ
年
を
重
点
期
間

と
し
、こ
ど
も
や
子
育
て
世
帯
が

健
や
か
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
最
重
要
施
策
と
し

て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
設
し
た
「
こ
ど
も
未
来
応

援
」
の
七
策
は
、①
不
妊
治
療
費

助
成
金
の
拡
充

②
妊
産
婦
健
診

の
無
償
化

③
お
む
つ
等
給
付
券

の
拡
充
と
出
産
祝
い
金
の
創
設

④
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
の
無

償
化

⑤
保
育
所
・
こ
ど
も
園
の

副
食
費
無
償
化

⑥
在
宅
子
育
て

に
対
す
る
助
成
金
の
創
設

⑦
幼

稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業
利
用
券

の
支
給
で
す
。

そ
の
根
底
に
は
『
こ
ど
も
は
社

会
の
宝
』
未
来
の
担
い
手
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。
役
所

内
に
と
ど
ま
ら
ず
、ま
ち
ぐ
る
み

で
行
い
た
い
と
い
う
意
味
合
い
か

ら
、課
の
名
前
を「
支
援
」と
せ
ず

「
応
援
」と
し
ま
し
た
。　　

子
育
て
の
指
令
塔
と
し
て
、各

課
の
協
力
体
制
と
市
内
外
の
大
学

や
企
業
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を

推
進
し
ま
す
。

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

子
育
て
世
代
へ
の
移
住
ア
プ
ロ
ー

チ
を
始
め
ま
し
た
。
こ
ど
も
と
高

齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
創
出

や
、豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し

た
勝
浦
な
ら
で
は
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
、定
住
促
進
も
進

め
ま
す
。

��

『
子
育
て
す
る
な
ら
、勝
浦
で
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、ゆ
り
か
ご

の
ま
ち
』を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
勝
浦

こ
ど
も
未
来
応
援
団
」
の
お
ひ
と

り
に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
？

市
長
室
よ
り

市
長
室
よ
り

市
長
室
よ
り

市
長
室
よ
り
28 勝浦市長　照川　由美子

「こども未来応援課」
　　　　　新設への想い

 3月
１日㈯ 夷隅准看護師学校卒業

式・閉校式
３日㈪ 市議会定例会（一般質問）
４日㈫ 市議会定例会（議案質疑）
５日㈬ 市議会３月定例会（議案

質疑）
６日㈭ 市議会３月定例会（総務

文教常任委員会）
７日㈮ 市議会３月定例会（産業厚

生常任委員会）、第 7 回
外国人留学生等対象国際
武道文化センター懇親会

10 日㈪ 市議会３月定例会（予算
審査特別委員会）

11日㈫ 市議会３月定例会（予算
審査特別委員会）

12 日㈬ 市議会３月定例会（予算
審査特別委員会）

14 日㈮　市議会３月定例会（採決）、
下志津駐屯地創設 70 周
年記念前夜高射学校音
楽祭

15 日㈯ ウルトラマラソンスター
ター、消防団消防車両引
渡式、藤平元市長通夜

18 日㈫ 豊浜ソフトボールクラブ全
国大会表敬

19 日㈬ ＪＲ東日本千葉支社へ要
望活動

24 日㈪ みらいスクールそらいろ
説 明 会、 空き家 対 策 委
員会

25 日㈫ 海中公園センター理事会、
いすみ鉄道臨時株主総会・
取締役会

27 日㈭ いすみ農協第２５回通常
総代会

31日㈪ 退職者辞令交付式
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　春の穏やかな海では、潮が引くと姿を現す岩場か
ら、ざくざくと小気味良い音が聞こえてきます。　
　音の正体は、地元の人々が鎌でひじきを刈り取る
音。ここ勝浦では、３月に入ると各地でひじき刈り
が行われます。
　ひじきは波打ち際の凹凸のある岩場に自生するた
め、収穫の機械化は難しく、現在に至るまで人の手
による作業が行われており、今も残る“春の海の原
風景”として親しまれています。
　地元の方に話を聞くと「しばらくは天気予報と潮
見表とのにらめっこが続くよ。」と笑っていました。

鈴
木
昭
代
さ
ん
に
国
か
ら
紺
綬
褒
章
が
授
与
さ
れ
、
２
月
20
日
に
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
兄
姉
で
あ
る
故
重
好
さ
ん
と
故
禮
子
さ
ん
の
「
勝

浦
市
の
福
祉
振
興
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
い
う
遺
志
を
継
ぎ
、
令
和
６
年
２
月

　市内で活動する小学生男女ソフトボールチーム“豊浜Ｓ
ＢＣ”が第１８回春季全日本小学生ソフトボール大会出場
を決め、３月１８日に市長を表敬訪問しました。
　胸元に大きく“Toyohama”とあしらわれたユニフォー
ムに身を包んだ９名の選手らは市長を前に、それぞれ今大
会に臨む決意を力強く口にしました。帽子の下にのぞく日
焼けした顔は、それまでの練習の日々を物語っているよう
でした。
※追記：大会は全国から４７チームが奈良県に集い、３月

２８日から開催され、豊浜ＳＢＣは一回戦で安居啓蒙
ファイターズ（福井）の前に涙を飲みました。

　ここ数年、毎年のように大きな災害に見舞われる日本。
災害時、「非日常」と化した状況下で、自身に病気やケ
ガといった災難がふりかかったら――
　３月２６日、キュステで「第３回 出張！かつうら医療
れんらく帳セミナー」が開催されました。登壇者は共に
阪神・淡路大震災で被災した経験を持つ青木医師と加藤
副市長。その実体験を伴って生々しく語られる、発災後
の過酷なまでの現実と、それに備える大切さを、会場中
が固唾を呑んで聴き入っている様子でした。
　本セミナーは今年度も引き続き開催される予定です。

勝浦各地でひじき刈り
春の海

今も残る原風景はそのままに

豊浜ＳＢＣが市長を表敬訪問

日焼けした顔凜
り り

々しくーーいざ全国へ
「災害時の病気やケガに対する備え」

できていますか？
被災経験持つ２人が贈るメッセージ

青木医師（左）と加藤副市長（右）

紺
綬
褒
章
を
受
章

鈴
木
昭
代
さ
ん
へ
紺
綬
褒
章
を
伝
達

に
市
へ
寄
附
を
さ
れ
ま

し
た
。

紺
綬
褒
章
は
、
国
の

褒
章
制
度
の
ひ
と
つ
で
、

国
、
地
方
公
共
団
体
や

公
益
団
体
な
ど
に
対
し

て
、
公
益
の
た
め
に
私

財
を
寄
付
さ
れ
た
団
体

や
個
人
に
授
与
さ
れ
る

褒
賞
で
す
。
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市
短
歌
会

年
老
い
て
忘
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り

短
歌
会
に
学
ぶ
こ
と
多
し

岩
崎
裕
子

苦
し
さ
を
吐
き
出
す
ご
と
く
病
状
を

子
細
に
書
き
て
友
は
送
り
来

那
須
真
治

八
朔
を
む
く
夫
の
背
の
陽
光
に

食
み
て
知
ら
さ
る
苦
味
も
甘
く

大
槻
晏
子

お
ひ
な
様
キ
ュ
ス
テ
の
席
を
う
め
つ
く
す

見
事
な
並
び
心
を
込
め
し

藤
江
あ
け
み

う
す
ご
お
り
張
り
し
早
朝
の
無
人
駅

電
車
乗
り
継
ぎ
病
院
に
向
う

遠
藤
久
子

空
堀
を
過
ぎ
て
小
高
き
城
跡
に

遥
け
く
遠
く
富
士
の
白
雪

岩
崎
千
恵

眠
ら
れ
ぬ
真
夜
の
静し
じ
ま寂

に
水
仙
は

ゆ
め
誘い

ざ
なふ

ご
と
香
り
漂
ふ

黒
沼
令
子

一
枚
の
緋
も
う
せ
ん
の
手
に
温
か
し

ひ
い
な
は
明
日
生
徒
ら
飾
れ
り

渡
辺
洋
子

久
び
さ
に
外
に
出
る
気
に
午
後
の
庭

手
押
し
車
で
芝
庭
歩
く

小
沢
き
み
枝

夕
映
え
の
河
口
に
佇
む
鷺
一
羽

射
止
め
し
餌
を
こ
ぼ
し
つ
飛
び
立
つ

吉
野
佳
世
子

物
言
わ
ぬ
写
真
の
並
ぶ
佛
壇
の

お
鈴り
ん

の
余よ

い
ん韻

吾
が
後
を
追
う

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

蛇
皮
線
の
ね
い
ろ
は
る
か
な
み
ん
な
み
の

い
づ
こ
に
お
わ
す
や
わ
だ
つ
み
の
声

梅
園
妙
子

年
毎
に
見
応
え
を
増
す
河
津
桜

勝
浦
の
植
木
市
か
ら
我
が
家
へ
と田

仲
久
子

リ
ー
ド
引
け
ど
動
か
ぬ
犬
の
散
歩
拒
否

老
爺
抱
き
て
頬
ず
り
を
せ
り

小
林
秀
子

年
重
ね
数
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会

届
く
返
信
人
生
ド
ラ
マ

西
川
八
重
子

久
か
た
に
活
き
活
き
の
顔
童う
た謡
の
会

師
の
声
の
表
現
近
づ
き
た
し
き

刈
込
勝
子

う
す
紅
の
花
び
ら
散
り
て
積
り
ゆ
く

戻
ら
ぬ
時
を
惜
し
み
見
送
る

伊
達
ひ
ろ
み

待
ち
わ
び
し
雨
に
濡
れ
た
る
植
木
た
ち

春
近
づ
い
て
蕾
ふ
く
ら
む

太
田
幸
子

可
憐
な
る
花
房
つ
ら
な
る
馬あ
し
び
酔
木
の
枝え

有
毒
と
知
り
つ
厨
に
挿
せ
り

蕗
の
と
う

市
俳
句
会

ひ
な
祭
り
キ
ュ
ス
テ
坂
へ
と
列
を
な
し

田
畑
祥
泉

海
の
ぞ
む
官
軍
塚
や
鳥
帰
る

酒
井
良
司

朝
市
の
な
じ
み
の
店
の
消
え
し
春

関
野
汀
華

ひ
な
の
歌
弾
い
て
も
み
た
し
駅
ピ
ア
ノ

　
　
田
邉
観
潮

俳
句
（
一
般
）

高
齢
者
施
設
竣
工
山
笑
ふ

江
澤
茂
子

水
温
む
水
平
線
が
ゆ
が
ん
で
る

岡
村
朋
子

蝋ろ
う
ば
い梅

や
ふ
る
さ
と
に
来
て
ひ
と
り
住
む

野
上
草
風

雛
祭
り
緋ひ
い
ろ色

の
風
の
港
町

江
澤
光
惠

溢
れ
く
る
命
た
ぎ
ら
せ
春
よ
さ
こ
い仲

谷
敏
夫

３
月
号
で
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
深
く
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

20
ペ
ー
ジ
最
上
段
右
よ
り
７
首
目

誤
：
「
渡
米
」

正
：
「
渡
来
」

※
お
願
い

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
５
月
９
日
号
は
４
月
17
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
な
お
、
投
稿
者
が
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
の
部

▽
市
長
賞

勝
浦
の
カ
ツ
オ
を
食
べ
て
活
動
だ

総
野
小
６
年

塩
田

実
結

暗
闇
で
増
え
る
雑
学
減
る
視
力

勝
浦
中
２
年

関　
　
大
輝

▽
勝
浦
市
医
師
会
長
賞

朝
ご
は
ん
し
っ
か
り
食
べ
て
健
康
に

勝
浦
小
６
年

大
村

��

尚

早
起
き
し
脳
か
ら
始
ま
る
ゴ
ー
サ
イ
ン

勝
浦
中
１
年

百
武��

六
花

▽
勝
浦
市
歯
科
医
師
会
長
賞

１
０
０
才
へ
続
く
階
段
き
れ
い
な
歯

総
野
小
６
年

須
金

亜
柚

歯
磨
き
で
防
げ
る
病
気
朝
・
昼
・
晩

勝
浦
中
２
年

内
藤

み
み

▽
男
子
の
部

優

勝

關

大
和
・
四
倉
颯
太

準
優
勝

江
澤
愛
斗
・
関

大
知

第
３
位

川
島
晴
空
・
渡
邉
椿
輝

　
　
　
　
奥
村
康
生
・
福
山
睦
斗

▽
女
子
の
部

優

勝

中
村
結
愛
・
菰
田
沙
絵

準
優
勝

石
塚
ゆ
い
・
山

菜
乃
果

第
３
位

江
澤
亜
依
里
・
安
井
美
海

　
　
　
　
鈴
木
友
菜
・
渡
邉
華
乃

か
つ
う
ら
健
康
川
柳
結
果

大
会
結
果

第
13
回
近
隣
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
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コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

アンダシュ・ヘルベリ / 著
西田佳子 / 訳
潮出版社 / 出版
　２０１８年当時、ある１人の少
女が、学校ストライキを始めま
した。既にＳＮＳなどが世界的
に普及している中、誹謗中傷も
多く、それでも彼女は有言実行、

当初の予定通り3 週間のストライキをやりきりました。
「何もしないこと」への罪が、著者の日記風な記述により、
一層重く胸に響きました。

○真実　　○最後の晩餐の真実
○僕が本当に好きな和食
○本当に正しい鳥獣害対策Ｑ＆Ａ
○真実の航路　　○本当に生きた日
○ミラクルきょうふ!本当に怖いストーリー
○グレタ･トゥーンベリ
○60秒のきせき　　○メリーさんのひつじ

コレも読んで！

グレタの真実 ɹຊݹདྷͷָثͷҰͭɺईീɻͦͷईീΛ௨͡ ɺͯ
౷จԽͷେ͞Λֶ΅͏ͱ݄̏ ̑ɺڵখֶߍͰ
ईീମߦ͕ࣨڭݧΘΕ·͠ ͨɻɹ
ɹࢣߨࢦݝఆ౷తܳʠେईീʡͷ࡞ΓखͰ
͋Δླত͞Μͱۏԋऀͷ٢ݩཬඒ͞ΜɻॳΊʹ
ईീͱۏͷڞԋΛؑͨ͠ࣇಐΒɺͦͷޙɺईീ࡞
Γʹઓɻۭ͚Δ݀ͷҐஔͰԻ৭͕มΘͬͯ ͠·͏ણ
ͷͷɻͦಐΒͷදਅࣇɺʹۀ࡞ͳࡉ
ɹग़དྷ্͕ͬͨईീʹଉ͕ਧ͖ࠐ·ΕΔͱɺॊΒ͔͍
Ի৭͕ߴΒ͔ʹ໐Γ͍͍ͯڹ·͠ ͨɻ

興津小学校で尺八体験教室

“竹”伝
つた

う音色は高らかに

引
き
続
き
勝
浦
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
部
が

利
用
で
き
ま
す

勝
浦
駅
を
利
用
す
る
方
の
送
迎
時
、
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
一
部
を
引
き
続
き
、
一
般
車
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

▽
利
用
可
能
時
間

��
時
～
��
時

▽
利
用
可
能
場
所

案
内
図
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
（
青
色
部
分
）

マナーを守った利用をお願いします
問合せɹݐࢢઃ՝�ܭࢢըɹ☎︎̓̏ʵ̒̒̎̓
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